
総　数　37,938人（-102）
男　　18,170人（-44）
女　　19,768人（-58）
世帯数　13,197世帯（-8）

平成19年4月１日現在

宇陀市の「う」の字をモチーフに、大宇陀町・菟田野町・榛原町・室生村の４町村の合併と宇陀市の誕
生を４つの花弁の開花で表し、レッドは活力を、グリーンは豊かな自然を、ブルーは清らかな水をイメ
ージ。全体として宇陀市の魅力と活力あふれる将来像を表徴しています。 Public Information UDA

2007（平成１9年） N0.17

元気に泳ぐ鯉のぼり【菟田野区岩端】

５
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◆改革をすすめるための６つの柱（重点項目）◆

① 事務事業の見直し
② 組織・機構の改革
③ 財政の健全化
④ 定員の適正化と給与の適正化

⑤ 住民との協働と行政サービス
の向上

⑥ 職員の意識改革

それぞれの項目について、「いつ、何を、どのようにするか」という具体的な計
画を立てて進めていきます。
また、その都度効果を検証し、計画や行動の改善を図りながら、より実りのあ

る行政改革に取り組みます。

◆主な取り組み◆
職員数を４年間で約１０％削減します
合併により肥大化した市の職員数を組織・機

構の見直しや事務事業の見直し、勧奨退職制度
の見直しなどを行います。
●平成１８年４月１日　　　　５６２人
（普通会計ベース）

●平成２２年４月１日　　　　５０５人

勧奨退職制度の見直し
（退職年齢）
現行　５９歳　\ 見直し後　５８歳　

人件費を約７億３千万円削減します
（平成１８～２１年度）

旧町村の時代から職員給与の見直しなどにより、給与
の適正化に努めてきました。職員の士気を確保しながら、
社会情勢や財政状況に適応したものとなるように給与の
見直しを図ります。
○特別職報酬削減（平成１９年４月から実施）
市　長 １５％削減（年間　１,４７６千円）
副市長 １０％削減（年間　８１６千円）
教育長 １０％削減（年間　６８４千円）
区　長 ５％削減（年間　２９７千円×４名）

○管理職手当 ３０％削減（平成１９年１月から実施）
（年間　約２９,０００千円）

○職員給料 ５％削減（平成１９年４月から実施）
（年間　約１１０,０００千円）

経費削減により、約５億円の節減を目指
します（平成１８～２１年度）
●光熱水費の節減

●新聞、定期購読誌の見直し

●コピー機台数の削減

●電子データー活用による用紙代節約

●企業寄附による窓口封筒印刷代の削減

●業務委託を抑制し、職員で対応
（草刈、施設管理、ホームページ作成など）

イベントを複合的に開催し、運営経費を
節約します（１０月下旬～１１月上旬　開催予定）
○農林産物品評会 ○毛皮革ファッションフェア
○商工会まつり ○健康まつり ○花木植木フェア
○美術展　などを一同にまとめる予定。

計画期間は、平成１８年度～平成２１年度までの４
年間を対象として進めていき、普通会計（企業会計

等を除く）で約２６億円の削減を目標として取り組
んでいきます。

◆計画期間◆

平成18年12月に策定された「宇陀市行政改革大綱」
に基づき、どのように改革に取り組んでいくのかを
具体的に示した実施計画書をまとめました。
今後、策定した大綱・実施計画書をもとに積極的

に取り組んでいきます。
今回は、実施計画書の主な内容をお知らせします。

問い合わせ　行政改革推進室

【行政改革大綱と実施計画の相関図】
\
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各種委員会の委員報酬の見直し

●月額支給の場合 ５％を削減します
●日額支給の場合
委員としての活動が４時間を超えるとき　全額支給
委員としての活動が４時間以内のとき　１／２支給

土地を売却します

不用になった土地を売却します。
売却予定地などは、管財課へお問い合わせく

ださい。

施設の統廃合

施設管理経費の削減や運営の合理化のため、施
設の統廃合を検討しています。

行政組織の再編
本庁機能を充実させ、地域事務所の業務を縮小

します。
●本庁１階フロアに、窓口関連業務を設置
（税金、戸籍、住民票、印鑑登録、国民健康保険、老人保

健、福祉医療、国民年金など） 【平成１９年５月７日～】

●教育委員会事務局（教育総務課・学校教育課・
生涯学習課・人権教育室）が本庁から菟田野地域
事務所へ移転　 【平成１９年５月１日～】

●保育所業務、学童保育の担当課が変わります
詳しくは、教育委員会事務局学校教育課へお問

い合わせください。

●学校給食センターを４カ所から２カ所へ
【平成１９年４月１日～】

・南宇陀学校給食センター
（大宇陀区）

・北宇陀学校給食センター
（榛原区）

市税・使用料未収金の徴収強化

負担の公平性を保つため、未収金の徴収強化
を図ります。各種料金、市税など納期内納付へ
のご協力をお願いします。
※未収金のある方は、個人の給付的サービスを
制限される場合があります。

市民のみなさまのご協力をお願いします

●窓口でお支払いいただく住民票および各種証明手
数料の見直し
●公共施設使用料の減免制度の見直し
●各種補助金の削減

環境保全へのご協力をお願いします

宇陀市の自然を守り、限られた資源を次世代
へ引き継ぐため、市全体でごみの分別化を推進
し、ごみの減量化を図ります。そして、資源の
有効利用をめざします。

有料広告を募っています

●ホームページ、広報紙などへの広告を掲載して
います。
●市有償バスなどへの広告掲載を始めます（詳し
くは、１９頁をご覧ください。）
詳しくは、秘書広報課へお問い合わせください。

※組織再編に伴い、ダイヤルイン番号、内線番
号、取り扱い業務が変更になる場合があります。
詳しくは、本庁・各地域事務所の代表番号に

お問い合わせください。

◆職員の意識改革
○事務事業の見直しによる歳出削減、自主財源の確保
による歳入増加を図り、財政基盤の安定に取り組み
ます。
○職員一人ひとりが徹底した節減を心がけ、サービス
の向上に努めます。
○宇陀市の将来を明るくできる職員育成と市民のみな
さまに信頼していただける行政経営をめざします。

◆住民との協働と行政サービスの向上
行政と市民の良好なパートナーシップを築いていき

ます。
なお、「宇陀市行政改革大

綱」、「実施計画書」の内容に
ついては、宇陀市ホームペー
ジ（http://www.city.uda.nara.jp）
でご覧になれます。

～徹底した節減を心がけ、財政危機を乗り越えます～
―皆さんのご協力をお願いします ―
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5 月 1 日 か ら 組 織 再 編 を 行 い ま す
5月1日から宇陀市行政改革の取り組みの一環として、組織機構の再編を行います。
これは、行政組織の簡素化を図るとともに、地方分権時代に合った新たな行政課題に対応できる組織として
整備するものです。

市
役
所
で
の
主
な
組
織
再

編
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

本
庁
業
務
は
、
主
に
政
策
、
企

画
、
事
業
立
案
等
の
部
門
を
集
中

さ
せ
ま
す
。

地
域
事
務
所
に
お
け
る
業
務
は
、

主
に
福
祉
、
税
務
な
ど
の
住
民
生

活
密
着
部
門
及
び
土
木
、
農
林
の

日
常
の
維
持
管
理
並
び
に
住
民
と

本
庁
の
調
整
機
能
部
門
を
担
当
し

ま
す
。

①
部
の
廃
止

企
画
調
整
部
を
廃
止
し
、
企
画

調
整
課
及
び
情
報
シ
ス
テ
ム
課
の

所
掌
事
務
を
総
務
部
又
は
財
務
部

の
所
管
事
務
と
し
ま
す
。

②
新
た
に
設
置
す
る
課

新
た
に
設
置
す
る
課
（
室
）
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
本
庁

○
管
財
課

○
行
政
改
革
推
進
室

○
公
園
課

③
変
更
す
る
課

名
称
等
変
更
す
る
課
（
室
）
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
本
庁

■
地
域
事
務
所

(1)
に
よ
り
、
各
地
域
事
務
所
の

業
務
を
本
庁
に
集
中
さ
せ
る
た
め
、

地
域
事
務
所
を
次
の
と
お
り
再
編

し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
地
域
事
務
所
（
大
宇

陀
区
・
菟
田
野
区
・
室
生
区
）

に
あ
っ
た
地
域
教
育
事
務
所
を

全
て
廃
止
し
ま
し
た
。

教育委員会事務局（菟田野地域事務所）案内図

【交通アクセス】
○車の場合･･･市役所から約20分、大宇陀地域事務所か
ら約15分

○バスの場合･･･近鉄榛原駅発菟田野方面行きで、菟田
野町役場前バス停下車、東へ徒歩約3分

５
月
７
日
か
ら
新
し
い
組
織
で
業
務
を
開
始

Y
人
事
課
（
1
82

１
３
０
３
）

教
育
委
員
会
事
務
局

の
移
転
及
び
組
織
再
編

の
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

本
庁
業
務
の
集
中
に
よ
り
、

各
地
域
事
務
所
の
組
織
の
縮

小
を
図
る
こ
と
か
ら
、
本
庁

内
で
職
員
収
容
人
員
超
過
の

た
め
、
本
庁
内
に
あ
っ
た
教

育
委
員
会
事
務
局
を
菟
田
野

地
域
事
務
所
（
旧
菟
田
野
町

役
場
、
左
記
に
て
図
示
）
に
移

転
し
ま
す
。

①
新
た
に
設
置
す
る
課

○
学
校
教
育
課

2
名
称
等
変
更
す
る
課

■
地
域
教
育
事
務
所
の
廃
止

※
地
域
事
務
所
（
大
宇
陀

区
・
菟
田
野
区
・
室
生
区
）

に
あ
っ
た
地
域
教
育
事
務

所
の
事
務
は
、
全
て
教
育

委
員
会
事
務
局
で
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

※
各
区
公
共
施
設
の
予
約
は
、

各
区
の
中
央
公
民
館
分
館

（
室
生
区
に
お
い
て
は
、
振

興
セ
ン
タ
ー
）
に
て
、
受

付
・
許
可
し
ま
す
。

■
給
食
セ
ン
タ
ー

各
区
に
あ
っ
た
給
食
セ
ン

タ
ー
を
左
記
の
２
カ
所
に
統

廃
合
し
、
４
月
１
日
か
ら
運

営
し
て
い
ま
す
。

○
南
宇
陀
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
（
大
宇
陀
区
）

○
北
宇
陀
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
（
榛
原
区
）

５
月
１
日
か
ら
教
育
委
員
会
事
務
局
は
移
転
し
ま
す

Y
教
育
委
員
会
（
1
84

２
５
２
２
）

(1)
本
庁
業
務
と
地
域
事
務
所

業
務
に
つ
い
て

(2)
組
織
の
再
編

(1)
菟
田
野
地
域
事
務
所

へ
移
転
し
ま
す

(2)
組
織
の
再
編

－
－
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■教育委員会事務局フロア図
〒633-2221 菟田野区松井486番地の1

（1８４ー２５２２8）

■宇陀市役所フロア図
〒633-0292 榛原区下井足17番地の3

（1８２ー８０００8）

■２階フロア図 ■１階フロア図

■４階フロア図 ■３階フロア図



本庁･教育委員会の行政組織図及び業務内容

広報うだ　 6



■ダイヤルイン番号（各課直通番号）について
組織再編に伴い、本庁及び教育委員会各課ダイヤルイン番号が変更されます。
変更後のダイヤルイン番号は、34頁（最終ページ）に掲載しています。ご参照ください。

菟田野地域事務所組織図
（184-25218）

大宇陀地域事務所組織図
（183-22518）

室生地域事務所組織図
（192-20018）

榛原地域事務所組織図
（182-13018）

7 広報うだ　２００７.５

■各地域事務所の業務内容
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新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

中
で
、
重
点
政
策
と
し
て
掲

げ
て
い
る
新
市
民
病
院
の
整

備
を
推
進
す
る
た
め
、
議
会

の
代
表
、
市
民
の
代
表
や
有

識
者
に
よ
る
「
宇
陀
市
民
病

院
建
設
懇
話
会
」
を
設
置
し
、

ま
た
、
議
会
に
お
き
ま
し
て

も
「
市
立
病
院
建
設
特
別
委

員
会
」
に
お
い
て
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

本
構
想
で
は
、
保
健
医
療

圏
の
概
況
や
宇
陀
市
立
病
院

の
現
状
及
び
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
の
検
討
に
基
づ
き
、

新
病
院
が
地
域
医
療
の
中
核

病
院
と
し
て
求
め
ら
れ
る
医

療
機
能
な
ど
、
将
来
を
見
据

え
た
新
病
院
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
方
向
と
指
針
を
示
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
は
、
昭
和
29
年
開
院
以
来
か
ら
今
日
ま
で
、
市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、

公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
の
中
核
的
な
医
療
機
関
と
し

て
、
地
域
医
療
の
確
保
及
び
医
療
水
準
の
向
上
を
目
指
す
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
市
立
病
院
は
老
朽
化
、
施
設
の
狭
隘
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後

も
超
高
齢
社
会
の
医
療
需
要
に
対
応
で
き
る
施
設
・
設
備
の
確
保
な
ど
、
市
民
へ
の
医
療
提
供

の
あ
り
方
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く
新
病
院
建
設
へ
着
手
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
新
市
民
病
院
建
設
に
あ
た
っ
て
の
「
宇
陀
市
民
病
院
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
病
院
建
設
基
本
構

想
策
定
に
あ
た
っ
て

建設懇話会のようす
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①
新
病
院
の
基
本
方

針

宇
陀
市
民
病
院
建
設
基
本
構
想
（
概
要
）

○
診
療
環
境
を
向
上
さ
せ
、

市
民
が
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
う
病
院
を
目
指
し

ま
す
。

○
医
療
環
境
の
将
来
の
変
革

を
ふ
ま
え
、
柔
軟
に
対
応

で
き
る
機
能
と
施
設
、
設

備
を
持
っ
た
病
院
を
目
指

し
ま
す
。

○
よ
り
効
率
的
で
高
質
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て

提
供
で
き
る
運
営
形
態
の

選
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
密
着
型
か
つ
地
域
中

核
病
院
と
し
て
の
病
院
を

目
指
し
ま
す
。

○
救
急
医
療
体
制
、
診
療
連

携
の
一
層
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

○
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
り
、
業
務
の
効
率

化
と
待
ち
時
間
減
少
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
病
院
を
利
用
す
る
全
て
の

人
に
対
し
、
快
適
な
空
間

を
提
供
し
、
緑
化
、
デ
ザ

イ
ン
、
日
照
な
ど
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
清
潔
感

あ
ふ
れ
る
整
備
を
目
指
し

ま
す
。

○
災
害
対
応
、
感
染
症
の
防

止
対
策
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を
重

視
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

配
慮
し
た
施
設
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て

き
た
現
在
の
宇
陀
市
立
病
院

の
基
本
理
念
を
継
承
し
、

「
地
域
住
民
が
い
つ
で
も
安

心
し
て
必
要
と
す
る
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
医
療
水
準
の
維
持
・
向

上
に
努
め
、
愛
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
病
院
」
を
、
新
病
院

の
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
病
院
建
設
の
進
め
方
に
つ
い
て

現
在
の
市
立
病
院
は
老
朽
化
や
狭
隘
化
に
よ
り
、
来
院
さ

れ
る
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
抜
本
的
に
解
消
し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
施
設
の
整
備
、
病
院
機
能
や
医
療
機
器
の
充
実
を
目
指

し
ま
す
。

ま
た
、
市
立
病
院
と
併
設
し
て
い
る
介
護
老
人
保
健
施
設

「
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
」
と
の
機
能
的
な
連
携
や
、
病
院
建
物
の

一
部
有
効
活
用
に
よ
る
経
済
性
、
今
後
の
超
高
齢
社
会
に
対

応
で
き
る
機
能
の
充
実
な
ど
を
図
る
た
め
、
現
在
地
で
の
整

備
を
行
い
、
平
成
23
年
度
を
目
標
に
新
病
院
の
開
院
を
目
指

し
ま
す
。

今
後
の
予
定
は
、
基
本
構
想
に
基
づ
き
土
地
利
用
や
建
設

規
模
、
施
設
内
容
、
機
能
な
ど
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
事

柄
を
掲
げ
、
建
築
の
基
本
設
計
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
快
適
な
医
療
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
１
日
も
早
い
新
病
院
の
完
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Y
市
立
病
院
（
1
８２
‐
０
３
８
１
）

病
院
建
設
準
備
室（
1
８２
‐
３
９
３
５
）

○
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
る
環
境
づ
く
り
、
ア
メ

ニ
テ
ィ
（
快
適
な
環
境
）

の
向
上
が
図
れ
る
施
設
の

整
備
を
目
指
し
ま
す
。

②
将
来
を
見
据
え
た

病
院
構
想

○
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拠
点
医
療
施
設
と
し
て

の
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

③
効
率
的
な
運
営

④
新
病
院
に
求
め
ら

れ
る
機
能

⑤
施
設
・
設
備
の
整

備
方
針

○
安
全
・
安
心
な
施
設
整
備

を
目
指
し
ま
す
。

○
災
害
支
援
病
院
的
機
能
の

整
備
を
目
指
し
ま
す
。

○
循
環
器
医
療
や
高
齢
者
医

療
な
ど
、
診
療
機
能
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

○
健
診
機
能
・
健
康
教
育
な

ど
一
次
・
二
次
予
防
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

○
新
た
な
医
療
需
要
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
最

適
・
最
新
の
技
術
を
踏
ま

え
た
医
療
機
器
の
整
備
を

目
指
し
ま
す
。
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全
国
春
季
水
泳
競
技
大
会

に
出
場

３
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
、
第

29
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
に
、

ア
ク
ア
グ
リ
ー
ン
榛
原
の
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
選
手
コ
ー
ス
の
受

講
生
、
脇
山
遼
さ
ん
（
当
時
榛
原
西

小
４
年
生
）
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

脇
山
さ
ん
は
、
県
予
選
で
全
国

大
会
に
必
要
な
標
準
記
録
を
見
事

に
突
破
、
50
C
背
泳
ぎ
の
部（
10
歳

以
下
）に
出
場
し
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
見
山
が
日
本
の
歴
史

公
園
１
０
０
選
に
選
定

ふ
る
さ
と
元
気
村
開
村

旧
田
口
小
学
校
（
室
生
区
）
が
、

「
宇
陀
市
文
化
芸
術
活
動
体
験
交
流

施
設
」
と
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
「
ふ
る
さ
と
元
気
村
」
の
愛

称
で
開
村
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
元
気

村
の
開
村
式
に
は
、
地
域
内
外
か

ら
約
４
０
０
人
の
方
々
が
参
加
さ

れ
、
式
典
で
は
森
田
副
市
長
や
施

設
管
理
を
行
な
う
田
口
小
学
校
跡

活
用
委
員
会
の
福
田
委
員
長
の
挨

拶
の
後
、
来
賓
の
方
の
祝
辞
を
受

け
、
入
村
さ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
紹
介
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
村
を
祝
し
て
、
音
楽

の
森
ふ
れ
あ
い
館
荒
井
館
長
の
指

揮
の
も
と
、
む
ろ
う
コ
ー
ラ
ス
と

ど
ん
ぐ
り
児
童
合
唱
団
に
よ
る
歌

の
披
露
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
宇
陀
市
の
小
学

校
跡
地
活
用
の
第
１
号
と
し
て
整

有
志
の
方
々
が
車
椅
子
を

寄
贈４

月
13
日
、
居
酒
屋
「
三
二
」

（
榛
原
区
福
地
）
を
利
用
の
皆
さ
ん

か
ら
市
に
車
椅
子
２
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

店
主
の
辻
さ
ん
は
、「
今
回
の
寄

贈
は
、
４
年
前
の
開
店
当
初
か
ら
、

お
店
を
利
用
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
集
め
た
お
金
で
購
入
し
た
も
の

で
す
。
何
か
皆
さ
ん
の
役
に
立
つ
、

形
に
残
る
も
の
が
よ
い
の
で
は
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
車
椅
子
を
購

入
し
ま
し
た
。
福
祉
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
庁
舎
内
な
ど
に
設
置

し
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

脇山　遥さん

こ
の
た
び
、
都
市
公
園
法
施
行

50
周
年
等
記
念
事
業
と
し
て
、
鳥

見
山
公
園
が
「
日
本
の
歴
史
公
園

１
０
０
選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
古
代
、
中
世
、
近
世
、

近
代
に
わ
た
る
幅
広
い
歴
史
的
・

文
化
的
資
源
を
保
存
・
再
生
・
活

用
し
、
地
域
の
活
力
を
生
み
出
し

て
い
る
優
れ
た
公
園
を
全
国
的
に

応
募
し
た
も
の
で
す
。

鳥
見
山
公
園
は
、
神
武
天
皇
ご

聖
蹟
伝
称
地
と
し
て
「
鳥
見

と

り

み

山
中
霊
畤
趾

や
ま
な
か
ま
つ
り
の
に
わ
あ
と

」
の
顕
彰
碑
や
皇
祖

天
神
を
祀
っ
た
神
社
、
歌
碑
な
ど

が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
歴
史

的
・
文
化
的
価
値
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

備
さ
れ
た
も
の
で
、
室
生
区
で
取

り
組
ん
で
き
た
ア
ー
ト
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
計
画
の
理
念
を
活
か
し
、
地

域
間
の
交
流
に
よ
る
活
性
化
を
目

的
に
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な

り
「
協
働
」
に
よ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
地
域
も
人
も
元
気
に

な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
地
元
の

「
田
口
小
学
校
跡
活
用
委
員
会
」
が

管
理
運
営
を
行
い
、
山
の
芸
術
学

校
と
し
て
盛
り
だ
く
さ
ん
の
自
主

事
業
を
予
定
さ
れ
、
常
設
教
室
や

楽
し
む
ア
ー
ト
の
各
教
室
で
は
、

多
く
の
方
々
の
受
講
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。



ス
ト
ッ
プ
・
ザ
糖
尿
病
講

演
会３

月
３
日
、
榛
原
総
合
セ
ン
タ

ー
で
生
活
習
慣
病
予
防
の
一
環
と

し
て
講
演
会
を
開
催
、
約
１
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
糖

尿
病
作
戦
検
討
委
員
会
の
稲
森
範

良
さ
ん
と
池
田
周
二
さ
ん
が
取
り

組
ん
だ
こ
と
感
じ
た
こ
と
と
し
て
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
本
幸
重

11 広報うだ　２００７.５

★
大
宇
陀
中
学
校
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の

試
合
結
果

●
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

（
伊
勢
市
　
３
月
26
日
〜
28
日
）

﹇
女
子
団
体
の
部
﹈
３
位

佐
々
岡
瑞
甫（
１

年
）、
吉
田
優
佳（
１
年
）、
西
岡
安
奈（
１
年
）

﹇
女
子
個
人
の
部
﹈
17
位

西
岡
安
奈（
１
年
）

★
奈
良
Ｕ
Ｓ
Ｊ
（
宇
陀
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ジ

ュ
ニ
ア
）
の
試
合
結
果

●
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
千
葉
県
白
子
町
　
３
月
30
日
〜
31
日
）

﹇
女
子
個
人
４
年
生
以
下
の
部
﹈

優
勝

西
岡
真
里
華（
４
年
）／
藤
本
奈
津
美（
４

年
）

﹇
女
子
個
人
５
年
生
以
下
の
部
﹈

３
位

中
山
真
衣（
５
年
）／
大
森
優
理（
５
年
）

９
位

松
本
朋
子（
５
年
）・
山
田
奈
穂（
Ｎ
Ｗ
ク

ラ
ブ
５
年
）

宝
く
じ
収
益
金
で
地
域

の
活
性
化

7
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し

て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
、
住
民
の
行
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
助
成
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
事
業
と
し
て
、
倭

太
鼓
「
榛は
る

」（
榛
原
区
）
は
、
地
域

活
動
に
活
用
す
べ
く
和
太
鼓
を
購

入
し
ま
し
た
。

さ
ん
（
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
参
与
）
と
と
も
に
、
自
分
の

健
康
を
見
直
す
機
会
と
な
っ
た
こ

と
や
健
診
を
受
け
る
こ
と
の
大
切

さ
を
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
斉
藤
功
さ
ん

（
愛
媛
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
助

教
授
）
が
、「
血
管
に
や
さ
し
い
食

べ
方
・
動
き
方
」
に
つ
い
て
話
を

さ
れ
、
参
加
者
は
糖
尿
病
予
防
の

た
め
の
食
生
活
と
運
動
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
に
は
ヘ
ル
シ
ー

レ
シ
ピ
集
と
榛
原
区
食
生
活
改
善

推
進
員
の
協
力
に
よ
り
野
菜
３
５

０
N
（
一
日
に
必
要
な
野
菜
摂
取

量
）
が
配
ら
れ
、
食
生
活
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

市
で
は
、
糖
尿
病
で
病
院
な
ど

に
か
か
る
人
の
割
合
が
県
平
均
よ

り
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
生
活
習
慣
病
予
防
と
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

地
域
商
工
業
活
性
化
事

業
「
講
演
会
」

３
月
18
日
、
市
文
化
会
館
で

宇
陀
市
と
曽
爾
村
・
御
杖
村
の
六

商
工
会
長
の
間
で
、
前
田
宇
陀
市

長
を
は
じ
め
、
宇
山
曽
爾
村
長
、

田
中
御
杖
村
長
の
立
ち
会
い
の
も

と
に
、
来
年
４
月
の
正
式
合
併
に

向
け
て
、
基
本
合
意
に
基
づ
く
協

定
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
宇
陀
市
と
宇
陀

地
区
商
工
会
広
域
協
議
会
（
芳
村

寿
郎
会
長
）
の
共
催
で
、
地
域
商

工
業
活
性
化
事
業
講
演
会
を
開
催

し
約
４
０
０
人
が
参
加
さ
れ
、
第

１
部
で
は
、
柿
崎
平
さ
ん
（
1
日

本
総
合
研
究
所
上
席
主
任
研
究
員
）

に
、
宇
陀
地
区
商
工
会
の
合
併
に

向
け
た
調
査
研
究
に
基
づ
く
報
告

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
北
川
正
恭
さ
ん

（
元
三
重
県
知
事
・
早
稲
田
大
学
院

教
授
）
に
よ
る
「
宇
陀
は
一
つ
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
商
工

会
づ
く
り
へ
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
正
式
合
併
に
向
け
て

組
織
運
営
や
財
政
、
役
員
配
置
な

ど
の
具
体
的
な
協
議
が
進
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
下
芳
野
老
人
ク
ラ
ブ
芳

寿
会
（
菟
田
野
区
）
は
、
高
齢
者

を
中
心
と
し
た
地
域
活
動
の
一
層

の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、
集
会

所
備
品
の
購
入
を
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
輪

が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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●運動のつどい【榛原区・室生区対象】
日時・内容 ①５月14日（月）午後１時30分～３時30分
筋力アップ運動・有酸素運動など　②５月30日（水）山の
辺へウォーキング（集合時間は後日連絡）

場所 室生ぬく森の郷
対象 運動しようと思う人はどなたでも
申し込み 室生ぬく森の郷へ（1９２‐５２２０）

●さらっとスリム教室【榛原区・室生区対象】
生活習慣を食生活面から予防する教室です。
日時 ５月25日（金）午前10時～午後１時
場所 室生ぬく森の郷
内容 講義と調理実習「まずは基本を学びます。健康な食生
活のためには、何をどのくらい食べればいいの？」

申し込み 室生ぬく森の郷へ（1９２‐５２２０）

●育児教室【全区対象】
日時・内容 ①５月10日（木） 育児の正しい知識・予防接
種　②５月16日（水） 絵本について　病気とその手当
③５月31日（木）離乳食について

※すべて、午後１時30分～３時30分です。
場所 榛原保健センター
対象 市在住で平成19年１月～３月生まれの乳児の養育者
持ち物　母子健康手帳・筆記用具、③はエプロン・三角き
ん・タオル

申し込み ５月８日（火）までに榛原保健センター（1８２‐
０９９８）へ（※託児希望の方は、事前にご連絡ください。）

●障害者（統合失調症）家族教室【全区対象】
統合失調症とは何なのか、どんな治療をするのか、どんな

サービスがあるのかなど、そんな日々の悩みを語り合い、一
緒に勉強しませんか。気軽にお越しください。（秘密は厳守）
日時 ５月23日（水）午前９時30分～11時30分
場所 榛原保健センター　　　　内容　懇談会および学習会
対象 精神障害者（統合失調症）を抱える家族
申し込み・問い合わせ 榛原保健センター（1８２‐０９９８）へ

●お達者クラブ【大宇陀区・菟田野区対象】
日時 ５月９日（水）・11日（金）・23日（水）・24日（木）
午後１時30分～３時15分（受付：午後１時～１時30分）
場所 大宇陀保健センター
内容 体操・ゲーム
対象 介護サービスを受けていない虚弱老人
申し込み 各区の保健センターへ

●はつらつ料理教室【大宇陀区・菟田野区対象】
自分で料理し、元気に高齢期を過ごすための料理教室です。

男性の方もご参加ください。
日時 ６月14日、７月12日・26日、８月９日・30日
※すべて木曜日の午前10時～午後０時30分です。
（受付：午前９時30分）
場所 大宇陀保健センター（調理室）
対象 概ね65歳以上の方で、一人暮らしや高齢者世帯の方
参加費 300円　　　　　　　定員　20人
講師 栄養士・食生活改善推進員
申し込み ５月31日（木）までに、大宇陀保健センター（1８
３‐２２５５）または、菟田野保健センターへ（1８４‐９９２５）

●水中運動教室【大宇陀区・菟田野区対象】
水中運動は全身の筋肉を使う有酸素運動で、生活習慣病予

防に最適です。体を動かして心身ともにリフレッシュしてみ
ませんか。
日時・内容・５月23日、６月13日・20日、７月11日・25
日、８月１日

※いずれも水曜日の午前10時～11時（受付：午前９時30分
～10時）です。

対象 水中運動に支障のない方
※保健センター実施の水中運動教室に、参加されたことがな
い方を優先します。

場所　アクアグリーン榛原または総合体育館
定員 30名
参加費 プール入場料（600円／１回）
申し込み ５月10日（木）までに大宇陀保健センター（1８
３‐２２５５）または、菟田野保健センターへ（1８４‐９９２５）

■教室

５月３１日は世界禁煙デーです
～あなたも禁煙にチャレンジしてみませんか～

現在たばこを吸っているが「やめたい」と思っている
人を対象に、３カ月の個別禁煙サポートを行っています。
気軽にご相談ください。
日時 申し込み時に随時相談
午前９時～午後５時（土・日曜日、祝日を除く）

相談先 ●大宇陀・菟田野区の方は、大宇陀保健センター
●榛原・室生区の方は、榛原保健センター

健診はあなたの健康管理に役立ちます。申し込みがまだの方は、早めに各区の保健センターに申し込みください。
◆健（検）診の申し込みはお済みですか◆

■介護予防事業【室生区対象】
●ぬく森サロン
日時 ５月９日（水）・11日（金）・18日（金）・16日（水）
午前11時～午後３時30分
場所 ぬく森の郷
内容 ５月は鳥見山に出かけます
対象　介護保険の認定者になっていない高齢者
申し込み 室生ぬく森の郷へ（1９２‐５２２０）

■予防接種

■健康診査
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●わくわくランド
子育ての悩みなど、気軽に話し合いながら一緒に参加
しませんか。

開催日 ５月８日（火）
午前10時～11時30分
対象　未就園児とその保護者
場所 菟田野保育所
（1８４‐３５８６）
内容 １年間の活動計画をたて
ましょう

参加費 自己負担あり

園庭を開放しています。園庭の遊具や砂場で自由に
遊べますので、親子で気軽に遊びに来てください。
開放日 毎月第１土曜日　午前９時～11時30時
場所 榛原北保育園（1８２‐１１４３）

開放日 毎月第２土曜日　午前９時～11時
場所　室生保育所（1９２‐３００５）

●室生北児童館（1０７４３‐８２‐１８４７）
かんかんくらぶの「かんかん」とは、児童館の「かん」

からネーミングし、親子のふれあいと交流を目的として
います。「みんなで子育て・親育ち」をキャッチフレーズ
に子育てが楽しいものとなるように企画しています。
対象 生後６カ月以上の未就園児とその保護者
●かんかん絵本
開催日 ５月10日（木） 午前10時～12時
場所 室生北児童館
内容 ◆絵本の読み聞かせ　◆４・５月生まれの誕生会
◆母の日のプレゼント作り
申込締切 ５月８日（火）

●かんかん食事
開催日 ５月17日（木） 午前10時～午後１時
場所 ぬく森の郷
内容 ・旬の食材を使った料理　・試食会
申込締切 ５月11日（金）
参加費 大人一人400円（材料費／子供は無料）
※５月１４日以降のキャンセルについては、材料費（400
円）の負担をお願いします。
持ち物 エプロン、三角巾、タッパ

●かんかん読み聞かせ
開催日 ５月24日（木） 午前10時～11時30分
場所 室生西児童館
内容 ・絵本の読み聞かせ　・手遊び
申込締切 ５月22日（火）

【各事業の定員・申し込みは次のとおりです】
定員 先着20組（室生区15組・他地区５組）
申し込み 室生北児童館へ（土・日曜日を除く午前８時
30分～午後５時）

●にじのひろば【登録制】

●大宇陀幼児園（1８３‐３５１１）
大宇陀幼児園では、地域の交流を深めることを目的

に、園開放「みんなおいでよ！なかよし広場」を開催
します。みんなで一緒に楽しいひとときを過ごしませ
んか。
開催日 ５月26日（土）［雨天決行］
午前９時30分～11時30分
場所 大宇陀幼児園
対象　市内在住の方ならどなたでも
内容 コーナー遊び・親子ふれあいタイム（午前11時～）

誰でも参加できますので、ぜひ遊びに来てください。
●大宇陀区子育て支援室（1８３‐３５１１）
開放日 ５月２日（水）・10日（木）・15日（火）・17日（木）
時間 午前９時30分～11時30分

●菟田野区子育て支援室（1８４‐３５８６）
開放日 月～金曜日　午前９時～午後５時（事前連絡要）

時間 いずれも午前９時30分～11時30分
定員 各グループ15組
場所 大宇陀保育所（1８３‐３５１１）
参加費 自己負担あり

●キッズふれあい広場【登録制】
開催日 毎月第２・４木曜日　午前10時～11時30分
対象 未就園児とその保護者
定員 15組
場所 菟田野保育所（1８４‐３５８６）
参加費　自己負担あり

●なかよしひろば【登録制】
開催日 毎月１回　午前10時～11時30分
対象 生後６カ月～未就園児とその保護者
定員 各年齢ごとにそれぞれ25組程度（定員になり次
第締め切ります）
場所 榛原北保育所（1８２‐１１４３）・旧伊那佐幼稚園
参加費 自己負担あり（500円程度）

●従来のさくらんぼひろばについては、今年度は募集を
行っていません。
申込方法　５月７日（月）～14日（月）までに、各希望保
育所（園）へ直接来園し申し込みください。電話での
申し込みは受け付けできません。

登録の必要な親子教室は、市内どの地域でも参加申し
込みできますが、重複して登録はできません。いずれか
の教室を一つ選んで登録してください。

◆園開放「みんなおいでよ！なかよし広場」

◆親子教室◆【登録制です】

◆子育て支援室開放日◆

◆園庭開放日◆（雨天中止）

◆子育てサークル◆

◆児童ふれあい交流促進事業　かんかんくらぶ◆



宇陀市立病院から （1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp

広報うだ　 14

超音波検査は、無害で痛みを伴わず繰り返し受け
ることのできる検査です。検査では掌よりも少し小
さな超音波発信器を体に当て、戻ってきた信号を臓
器の形としてテレビ画面に映し出し（魚群探知機の
原理を応用）病気の有無を探します。
さて宇陀市立病院では、腹部超音波検査室に昨年

10月から最新の超音波診断装
置東芝社製Xario（エクサリオ）
を導入いたしました。これによ
り不鮮明であった小さな腫瘤は
さらに鮮明に描出でき、最近話
題となっている動脈硬化の検査
もできるようになりました。
●腹部超音波検査室では次のよ
うな検査を行っています。
〈腹部〉肝・胆・膵・腎・脾・腹部大動脈・消化管
など
見つかる疾患：良性・悪性腫瘤の有無、脂肪肝、

胆石、腹部大動脈瘤など
〈体表〉乳腺・甲状腺・唾液腺・皮下腫瘤など
見つかる疾患：良性・悪性腫瘤の有無、唾石、

ガングリオン、脂肪腫など
〈血管〉頚動脈・手足の静脈、動脈など　　
見つかる疾患：血栓、閉塞性動脈硬化症、エコ

ノミークラス症候群など
超音波検査では検査する部位によって絶食をお願

いしています。
〈腹部〉朝食（午後の場合は昼食）は取らないでく
ださい。お薬、お水は飲んでいただいてもかまいま
せん。
〈体表〉絶食の必要はありません。
〈血管〉絶食の必要はありません。

絶食の理由は？
胆のうは食事をすると収縮します。胆のうや肝臓

の病気でも、胆のうが収縮する場合があります。そ
うすると胆のうの収縮する原因が病気によるもの
か、食事によるものか区別ができなくなります。ま
た、胃の裏側にある膵臓も食事により観察しにくく
なるからです。

検査の予約は？
各診療科より主治医が予約します。希望日時は予

約時に主治医へご相談ください。
（臨床検査科）

腹部超音波検査室に
最新の超音波診断装置を導入しました

３月２８日、栄養サポートチームによる勉強会を
開催しました。
皆さんは、ＮＳＴ（Nutrion Support Team：栄

養サポートチーム）という言葉をご存じでしょうか。
人は口から食べ物をとってそれを栄養として生き

ています。しかし、その食べるという当たり前のこ
とが、抗がん剤の副作用で食欲がない、脳卒中の後
遺症で飲み込むことができないなどの状態になった
時に、どうすればよいのでしょうか。
入院中の患者様にこういった事が起きた場合、医

師、看護師、管理栄養士、薬剤師、臨床検査技師な
どの各専門スタッフがそれぞれの知識や技術を出し
合い、その原因や栄養状態を把握し適切な栄養投与
によって全身状態の改善を行います。

アメリカでは、総合病院の約半数にＮＳＴが設立
されています。日本は立ち後れていましたが、よう
やく栄養管理の重要性が認識されるようになり、今、
全国の医療施設で次々にＮＳＴが立ち上がっていま
す。
勉強会には近隣地域医療機関の従事者にも参加し

ていただき、共に患者様の栄養サポートを進めて行
きたいと考え
ています。

栄養サポートチーム勉強会を実施

従来、内科初診の方には、待ち時間について
ご迷惑をおかけしておりましたが、診察をスム
ースに行うため、
内科の初診外来を
行っています。

内科一診

内科二診

内科三診

月

椎木

榎本
城井

火

矢崎

杉原
西谷

水

林

杉原

椎木

木

椎木
矢崎

城井

金

林
丸山

山路

土

担当医

担当医

担当医

診療科

内科四診 林
第２月曜
（予約制）
午後２時
～３時
ペースメ
ーカー外
来

毎週火曜
（予約制）
午後２時
～３時

腎臓外来

毎週水曜
（予約制）
午後２時
～４時

（矢崎）（椎木） （丸山）

●初診外来を行っています

◆内科外来診察のご案内◆ （平成19年5月～）
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し
て
い
る
」
と
攻
撃
す
る
の
で

は
な
く
、「
セ
ク
ハ
ラ
」
が
い

か
に
相
手
の
尊
厳
を
傷
つ
け
人

権
を
侵
害
す
る
行
為
な
の
か
を

考
え
、
男
女
が
対
立
す
る
の
で

は
な
く
、
人
と
人
と
し
て
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「てんいち」とは、てん（英語の１０）と
いち（日本語の１）を合わせた１１（て
んいち）のことで、毎月１１日の人権
を確かめあう日を意味しています。
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「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
人
権
相
談
を
行
い
ま
す

６
月
１
日
﹇
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
﹈
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
中
に
あ
っ

て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
制

度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意

識
　
〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜
」
を
本

年
度
の
重
点
目
標
に
、
国
民
一
人
一
人
が
主
体
的
に
豊
か
な
人
権
意

識
を
育
て
て
い
く
よ
う
な
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
に
お
い
て
も
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）。

日
時

６
月
１
日（
金
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所

●
宇
陀
市
役
所
（
２
階
会
議
室
）
●
大
宇
陀
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
　
●
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
　
●
室
生
振
興
セ
ン
タ
ー
　
　

問
い
合
わ
せ

人
権
施
策
課

※
毎
月
行
っ
て
い
る
人
権
相
談
の
日
程
は
、
18
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑩
人
と
人
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

２
０
０
７
年
度
　
人
権
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

今
日
の
地
域
社
会
や
私
た
ち
の
く
ら
し
の
変
化
に
よ
っ
て
起
こ
る

課
題
な
ど
を
ふ
ま
え
、
自
ら
の
人
権
意
識
を
高
め
、
す
べ
て
の
人
が

互
い
に
共
存
で
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
開
催
し

ま
す
の
で
、
学
び
の
場
と
し
て
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
希
望
の
方
は
、
人
権
教
育
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に



固定資産税（全期･第1期）の納期限は
5月31日eです。

税金は納期内に納めましょう。
※納付、口座振替に関するお問い合わせ
は収納課へ

『みんなの掲示板』コーナー
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■掲載項目は必要最小限度内に（90
文字程度）
■紙面の都合上掲載できない場合あり
■掲載される内容については責任を持
つこと
■営利目的のもの（主催者が収入を得
るものや営利行為の無料PR活動、職
業に密接したものを含む）、政治宗教

に関するもの、公序良俗に反するもの、
金銭的トラブルが生じる恐れがあるも
の、不特定多数の市民を対象としない
ものなどは掲載不可
■原稿は掲載日の約1カ月前に秘書広
報課へ

Y秘書広報課（182-3912）

みんなの掲示板　掲載記事募集中

■第4回「札の辻市」フリーマー
ケット･ダンスコンテスト参加者
募集
昨年延3,000人で賑わった「札の辻

市」を今年は、6月3日に、まちづくり
活動の一環として、伊勢街道「札の辻」
一帯で開催します。
日時　6月3日a午前10時～午後4時
場所　榛原駅近くの新町通り商店街周
辺　内容　○フリーマーケット　○マ
グロ解体ショウ　○メインステージ:だ
んすDE札の辻（コンテスト）･榛生昇
陽高校の発表　○サブステージ:アマチ
ュアバンドライブの競演　募集　1フ
リーマーケット出店者（ 1 ブ ー
ス:3,000円）2ダンス･コンテスト出
演者3アマチュアバンドライブ出演者
4イベントボランティアスタッフ希望
者　申し込み･問合せ 榛原商工会
（182-2211 582-6547）
■フリーマーケット開催　出店者
募集
室生区の「道の駅」こもれび市場に

て、フリーマーケットを開催します。
『温暖化防止』『リユース･リサイクル』
『交流』の視点で住民参加によるまち
づくりを目的に開催いたします。当日
はできるだけ、マイバックを持参のう
え、お越し下さい。また受付にて、ア
ルミ缶5個以上お持ちの方、先着50名
限定で雑誌再生紙トイレットロール1
個を差し上げます。皆さんのご来場お
待ちしています。
日時　5月20日a午前9時～午後2時
（雨天中止） 場所　道の駅「宇陀路
室生」こもれび市場駐車場　出店料
1,000円（警備･保険料等） 募集店数
40ブース※プロの参加はお断りしま
す。出店物 リサイクル品･手づくり
品　申し込み･お問合せ先 地球の宝
を守り隊事務局　仲尾方（192-3392）

■「春の山野草展」開催
自然界に咲いた一瞬の美。会員が丹

精込めて育てた山野草や一見の価値あ
るスケッチ画を今年も展示します。ポ
ット苗を用意し、皆様のお越しを心か
らお待ちしています。
日時　5月12日g午前10時～午後5
時／5月13日a午前9時～午後3時　場
所　市榛原総合センター　Y井峯方
（182-6413）
■バウンドテニス教室開催
初心者の方を主に楽しく健康管理し

ていただくため、バウンドテニス教室
を開催します。ふるってご参加下さい。
日時　6月3日a午前9時～12時　場所
市総合体育館　持ち物 体育館シュー
ズ･運動できる服装　Y宇陀市バウン
ドテニス部　垣内方（182-4382）
■コーラスの仲間になりませんか
市内にある5つの団体で「宇陀市コ

ーラスのつどい」を結成し、お互い楽
しいコーラスの時間を持っています。
一緒に歌いませんか。ご参加をお待ち
しています。
◆みどりの丘児童合唱団 対象　幼稚
園～小学生　練習日 毎週土曜日午前
9時～11時　練習場所 ひのき坂公民
館　Y小林方（182-8347）
◆ささなきコーラス 対象　60歳以上
の方　練習日 毎週木曜日（月3回）
午後1時～3時　練習場所　市榛原総合
センター　Y山口方（182-0293）
◆ヴィオレッタ 練習日 毎週火曜日
午後1時30分～3時30分　練習場所
大和富士ホール　Y三宅方（182-
0507）
◆かぎろひコーラス 練習日 第1･3
土曜日午後1時30分～3時30分　練習
場所 市文化会館　Y坂本方（183-
0280）
◆コーラスアンダンテ 練習日 第1･
3水曜日午後7時30分～9時30分　練習
場所 吉川直子先生宅（菟田野区松井
地内）Y新居方（184-2604）

■祝！25周年フレッシュアップ榛原
～愛、燦、SUN みんなで体操
1･2･3～開催
文部科学大臣優良団体表彰受賞のお

礼を兼ねて、今回皆様にリズム体操を
楽しんもらおうと開催します。多数ご
参加をお待ちしています。
日時　5月18日f午前10時～11時45
分　場所　市総合体育館　内容○式典
○みんなで一緒にリズム体操○パフォ
ーマンスタイム　講師　NPO法人リズ
ム体操研究会会長　河野三千代先生
その他 上靴、汗を拭くタオル、水分
などをご用意ください　主催 フレッ
シュアップ榛原　後援 宇陀市教育委
員会　Y25周年実行委員会　河合方
（182-7341）
■茅葺民家でお抹茶を一服いかが
ですか

日時　6月3日a午前10時～午後2時
場所 登録古民家　菅谷家住宅（榛原
区比布）費用　800円　定員　50名
申込方法　ハガキに住所･氏名･電話番
号を明記し、申し込みください。申込
期限 5月27日a Y明治･大正･昭和
初期の古民家を大切にする会事務局
栗野方（182-6034 〒633-0242
宇陀市榛原区篠楽269-3）
■伝統文化茶華道こども教室
今年も、文化庁主催で茶華道有志の

会が次世代を担う子ども達を対象に
「伝統文化茶華道こども教室」を開催
します。お友達やお知り合いの方をお
誘い合わせの上、ご参加ください。
日程　4月から原則として毎月第1･3土
曜日　場所　華道:市榛原総合センター
茶道:33ゴルフセンター3階（榛原区篠
楽52）対象者　市内在住の小･中学生
指導者　市華道協会会員教授･裏千家
淡交会奈良支部会員教授　費用　華
道:500円/回（お花代）茶道:300円/回
（お菓子代）申込先　市茶華道有志の
会　横田方（1 090-3039-0206
582-7160）
■森口勝治油絵展～大和路と各地
の風景～
今年も元気で、橿原文化会館18回目

の個展を開催することとなりました。
ご来場を心よりお待ちしています。
会期　5月18日f～23日d午前10時～
午後5時（初日は午後1時から）会場
県橿原文化会館　Y森口方（182-
1221）



ゴミ収集日程
■大宇陀区･菟田野区･榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配付して

いるゴミカレンダー等をご覧くださ
い。
Y大宇陀地域事務所　地域市民課

（183-2251）
Y菟田野地域事務所　地域市民課

（184-2521）
Y市環境対策課　護美センター

（182-6521）
■室生区（燃えないゴミ）
◎5月10日 上笠間･下笠間･深野･小原･
染田･多田･無山･奥山

◎5月21日 大野･向渕（奥山除く）･三本
松･砥取･瀧谷･西谷･龍口

◎5月30日 黒岩･田口元上田口･下田
口･田口元角川･室生

Y室生地域事務所　地域市民課
（192-2001）
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■県医師会の学術部会が行う
健康相談
県医師会では、県民の健康維持

や増進などを図る目的で、各種健
康相談を実施しています。ご利用
ください。
※無料相談のみで、診療や検査な
どは行っておりません。

■目の健康相談
日時　5月8日c午後2時～3時
場所 県医師会館1階県民健康サー
ビス室

問合せ先 眼科医会　辻本
■整形外科に関する健康相談
日時 5月22日c午後2時～3時
場所　県医師会館1階県民健康サー
ビス室

問合せ先　整形外科部会　仲川
（事前予約が必要）
■内科疾患に関する健康相談
日時 5月23日d午後2時～3時
場所　県医師会館1階県民健康サー
ビス室

問合せ先 内科部会　大口（事前
予約が必要）

■精神科に関する健康相談
日時 5月25日f午後2時～3時
場所　県医師会館1階県民健康サー
ビス室

問合せ先 精神神経科部会　出山
（事前予約が必要）

Y県医師会（住所:橿原市内膳町5-
5-8 近鉄八木駅から北へ徒歩7
分（10744-22-850250744-
29-1240）

～21日b（土･日曜日は除く）
意見提出方法　FAX･メール･はが
きにてご意見をお寄せ下さい。
※電話でのご意見は受け付けて
おりません。

提出先　県土木部河川課（〒630-
8 5 0 1 奈良市登大路町3 0
50742-22-1399 E-mail:river-
29@m4.kcn.ne.jp）

Y県河川課（10742-27-7507）

■甲種防火管理新規講習
学校･病院･工場･事業所･飲食店、

その他多数の者が出入りし又は居
住する甲種防火対象物には甲種防
火管理者を選任し、消防計画の作
成、消火、通報及び避難の訓練の
実施等、防火管理上必要な業務を
行わなければなりません。
この、甲種防火管理者の資格取

得講習を次のとおり開催します。
日時　5月29日c･30日d午前8時
45分～午後4時30分

場所　宇陀広域消防組合消防本部
対象　消防法施行令に規定される
甲種防火対象物に勤務する管理
的又は監督的な職務に従事する
人（将来的に従事する人を含む）

定員　30名（先着順）
費用　3,400円（テキスト代）
申込方法　所定の申込書に必要事
項を記入のうえ、消防本部予防
課へ

Y 宇陀広域消防組合消防本部
（182-3199）

■自動車税の納期限は5月
31日(木) コンビニでも
納付ができます
自動車税は、毎年4月1日現在の

所有者に課税されます。
納税通知書は5月1日cに発送し

ますので、5月31日eまでに納付
してください。なお、去年より金
融機関の窓口だけでなく、コンビ
ニでも納付が可能となりました。
休日･夜間も納付ができるコンビニ

をぜひご利用ください。詳細につ
きましては、納税通知書に同封の
チラシをご覧ください。
住所を変更された場合は、県税

事務所（自動車税第一課）へご連
絡ください。なお、県内で住所変
更された方又は他都道府県から転
入された方で県外ナンバーをお持
ちの方は、運輸支局ですみやかに
変更手続きを行ってください。
○休日、夜間自動車税納付･相談窓
口を開設します
日時　5月26日g･27日a午前9時
～午後5時　5月28日b～31日e

午後5時30分～8時　場所　桜井県
税事務所（10744-43-3131）又
は各県税事務所
Y県税務課（10742-27-8371）

■優良運転者の表彰希望者を
募集
自動車運転者の交通道徳の高揚

を図るため、秋に優良運転者の表
彰を行いますので、該当される希
望者は申請してください。
表彰資格　1宇陀警察署管内に住
所を有する運転免許所有者で、
(財)県交通安全協会宇陀支部協
会の会員であること　2自動車
及び原動機付自転車の運転を、
継続して行っていること

表彰種別　○支部表彰（宇陀警察
署長と(財)県交通安全協会宇陀
支部協会会長の連名表彰）○ベ
ストドライバー顕彰（県警察本
部長と(財)県交通安全協会会長
の連名表彰）※条件等は申請時
にご確認ください。

申請期間 5月1日c～30日d 午
前9時30分～午後4時※土･日曜
日、祝日を除く

申請場所 宇陀警察署
申込方法　宇陀警察署に備え付け
の「優良運転者の表彰申請書」
に必要事項を記入のうえ、申請

をお願いします。（無事故無違反
証明書など必要書類あり）

その他　○表彰人数に制限があり
ますので、選考のうえ表彰され
ます。あらかじめご了承くださ
い。○その他の表彰については、
お問い合わせください

Y県交通安全協会宇陀支部協会
【宇陀警察署内】（182-0110）

『情報かわら版』コーナー

税金は最優先！
「借金があるから税金が払えない･･･」
借金は個人が作るものです。
法律によって税金はすべての債務（借金含
む）に優先すると定められています。
ですから、個人債務よりも税金が優先され
るのです。国税であれ地方税であれ、行政
機関には、差押えをする権限が与えられて
います。 Y収納課（182-1352）
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相　　　　　　談

◆日時　5月2日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　5月9日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　5月15日c 午前9時～11時45分
場所　大宇陀人権交流センター
◆日時　5月16日d 午前9時～午後3時
場所　宇陀市役所

Y人権施策課（182-2147）

■人権相談

◆日時 5月2日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　5月9日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター

Y総務課（182-1302）

■行政相談

◆日時 5月8日c･22日c 午前9時～12時
場所 榛原公民館
◆日時 5月9日d 午前9時～午後3時
場所 室生振興センター
◆日時 5月15日c 午前9時～11時45分
場所 大宇陀人権交流センター
◆日時 月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午
後5時15分　場所 市社会福祉協議会

Y市社会福祉協議会（184-4116）

■心配ごと相談

弁護士による福祉専門相談（高齢者ねらいの悪徳商
法にひっかかったなど）を行います。相談を受ける場
合、事前申込をお願いします。
■5月 日時 5月16日d 午前10時～12時
場所 市社会福祉協議会
申込締切 5月8日c先着2件のみ
■6月　日時 6月13日d 午前10時～12時
場所 市社会福祉協議会
申込締切 6月5日c先着2件のみ
※申し込みはそれぞれ社会福祉協議会へ
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■弁護士による福祉専門相談

精神科医による専門相談（家族に認知症の症状がで
てきた、問題行動があるなど）を行います。相談を受
ける場合、事前申し込みをお願いします。
■5月　日時 5月21日b 午後2時～4時
場所 市社会福祉協議会
申込締切 5月14日b先着2件のみ
■6月　日時 6月18日b 午後2時～4時
場所 市社会福祉協議会
申込締切 6月11日b先着2件のみ
※申し込みはそれぞれ社会福祉協議会へ
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■精神科医による専門相談

■戦没者等のご遺族の皆様へ
戦没者のご遺族には、特別弔慰

金として国債が支給されますが、
この請求は平成20年3月末をもっ
て締切となりますのでお早めに手
続きをしてください。
※期間内に請求を行わないと、特別弔
慰金を受ける権利が消滅します。支
給の対象となる方は、戦没者死亡当
時の三親等内親族の方ですが、ご遺
族の中に公務扶助料などを受けてい

る方がいる場合など支給されない場
合がありますので、ご注意下さい。

Y県福祉政策課（1 0742-27-
8 5 0 9）、市役所厚生保護課
（182-2221）又は各地域事務所

■恩給欠格者、戦後強制抑留
者、引揚者の皆様へ
旧軍人等で恩給等を受けていな

い恩給欠格者、戦後、ソ連やモン
ゴルに強制抑留された者、終戦に
伴い本邦以外の地域から引揚げら
れてこられたご本人に、あらため
て内閣総理大臣名の「特別慰労品」

を贈呈しています（過去に内閣総理
大臣名の書状等を受けた方も対
象）。請求書は、市役所厚生保護課
の窓口に置いてあります。
請求期間　4月1日～平成21年3月
31日※資格要件などは下記へお
問い合わせ下さい。

Y独立行政法人　平和祈念事業特
別基金（10120-234-933）

【ホームページアドレス
http://www.heiwa.go.jp】

■河川整備計画（変更原案）
の公開と意見募集について
県が管理する飛鳥川などの川づ

くり計画を示した「大和川水系河
川整備計画（布留飛鳥圏域）」の変
更原案を作成しましたので、皆様
のご意見をお寄せ下さい。
公開場所　奈良･郡山･桜井の各土
木事務所、宇陀市役所建設課、
県内関係市町村河川担当課

公開及び意見募集期間 5月7日b

看護の日記念事業として、無料で健康相談（骨密度
測定等）を行います。お気軽にお越しください。
日時　5月11日f 午前9時30分～12時
場所　市立病院　※参加費無料

Y市立病院（182-0381）

■健康相談（看護の日記念事業）



■広告媒体の紹介
各広告媒体の規格･掲載料金をお知らせします。詳

しくは、市ホームページをご覧いただくか、お問い合
わせください。
【共通事項】
○広告主が市外の場合の掲載料金は、市内料金の1.5
倍の金額となります。

○長期契約をしていただける場合は、下記の料金から
割引される制度がありますので、ご利用ください。

◆広報うだ

発行時期　毎月1日発行　発行部数 13,200部/月
広告スペース 縦38×横56mm（1区画）色 2色刷り
（黒・緑）掲載期間 1カ月～（1カ月単位） 料金
10,000円/月
◆市ホームページ

アクセス件数（平均）23,000件/月　バナーの大きさ
縦55×横110ピクセル（1区画）※12キロバイト以
内･GIF形式（広告主が作成） 掲載期間：1カ月～
（1カ月単位）料金 10,000円/月
◆宇陀市営有償バス

運行路線：1号車／大宇陀南部線【大宇陀区内循環、
あきののゆ～栗野～田原～（2便大熊経由）～片岡～
守道～あきののゆ】・2号車／榛原大野線【市役所～
市立病院・美榛苑～ぬく森の郷～室生地域事務所】･
室生北部線【室生地域事務所～下笠間】・3号車／室
生南部線【室生地域事務所～（やまなみロード経由）
～上田口弁天】･室生北部線【室生地域事務所～下笠
間】
◆車内座席背面 広告スペース・料金 縦140×横
100mm/1席【1号車9席分で1枠（3,000円/月）、2

号車7席分で1枠（2,500円/月）、3号車4席分で1枠
（2,000円/月）】募集枠数 1車両2枠（計6枠）掲載期
間 1カ月～（1カ月単位）※連続3カ月まで
◆車外ボディー　広告スペース 縦350×横600×厚
さ0.8mmのマグネットシート（広告主が作成）掲載期
間 1カ月～（1カ月単位）料金 バス後面：5,000円
/月、バス側面：4,000円/月　募集枠数 1号車（後
面2枚、側面5枚）、2号車（側面4枚）、3号車（側面
2枚）
◆市営高萩台自転車駐車場通路（電飾看板）

所在地 宇陀市榛原区高萩台地内（近鉄榛原駅北側）
利用者数（平均）約310人/日・約9,300人/月　広告
スペース 縦820×横1,720×厚み3mmのアクリル板
（広告主が作成）掲載枠数 2枠　掲載期間 6カ月単
位（連続最大24カ月）料金 6カ月分30,000円

『宇陀市ホットニュース』募集コーナー

19 広報うだ　2007．5

市では、これまで「広報うだ」と「市ホームページ」
に掲載する有料広告を募集してきましたが、行政改革
の一環としてさらに、市の財政収入の確保を目指すと
ともに、地元企業の活性化を推進することを目的とし
て、「市営有償バス」などを広告媒体に加え、有料広
告事業の拡充を図ることといたしました。
次のとおり、掲載する有料広告を募集しますので、

ご商売されている方など、多数のご利用をお待ちして
います。
■広告媒体
現在広告主を募集している広告媒体です。各媒体ご

とに広告規格・掲載料金などが異なります。
◆広報うだ〔印刷物〕
◆市ホームページ〔バナー広告〕
◆市営有償バス〔車両〕
◆市営高萩台自転車駐車場通路看板〔施設〕
※次の内容は掲載できません。

1市の印刷物等の公共性、中立性及び品位を損なう
おそれがあるもの

2風俗営業法第2条に掲げる営業に該当するもの
3公の秩序又は善良の風俗に反する恐れのあるもの
4政治活動、宗教活動、社会問題、意見広告及び個
人の宣伝に係るもの

5その他掲載する広告として妥当でないと市長が認
めるもの

■申込方法
それぞれ、掲載希望月の前月の1日までに、広告掲

載申込書に次の書類を添えて市役所秘書広報課へ申し
込んでください。
1広告掲載しようとする広告の原稿案
2広告主の業務についての資格免許証又は証明書の
写し等

※広告主が市税を完納していることが申込条件です。
■広告掲載までのスケジュール

■有料広告を募集します

Y 秘　書　広　報　課（182-3912）



『募集コーナー』

奈良県高齢者美術展を開催するにあたり、次のとお
り出品作品を募集します。ふるってご出展ください。
出品資格者　県内在住の満60歳以上のアマチュア
出品種目　日本画･洋画･書･工芸･手芸･写真の6種目
（1人1点･未発表作品に限ります）
申込方法　出品申込書に必要事項を記入のうえ、6
月26日cまでに提出をお願いします。

作品提出　8月21日c

展示期間　8月24日f～29日d（※27日bは休館日）
※出品手数料　1点1,000円（振込手数料を除く）

展示場所　奈良県文化会館展示室（奈良市）
Y長寿介護課（182-3675）

■県高齢者美術展開催　出品作品募集

市榛原総合センターで、新しい教室を開講します。
家族の朝食やお子様のおやつにご家庭でも作れるパン
づくりの基礎を学んでみませんか。
日時　（6月より）毎月第2･4水曜日　午前10時～
午後1時

場所　市榛原総合センター
講師　ジャパンホームベーキングスクール　講師
東正美氏

受講料　1カ月2,000円（材料費込み）
募集期間　5月7日b～19日g（火曜日を除く）午
前9時～午後5時

募集人数　20人（先着順）
申込方法　市榛原総合センター備え付けの申込用紙
に必要事項を記入のうえ、市榛原総合センターへ
提出してください。

Y市榛原総合センター（182-3377）

■パン教室開講　受講生募集

市室内温水プールでは、健康志向のヨガ教室を開講
します。最近体が硬いという方、美容が気になる方、
男女を問わず受講できますのでお気軽にお問い合わせ
ください。
日時（6月より）月4回土曜日 午後7時～8時30分
場所　市室内温水プール
講師　全米ヨガインストラクター　坂本明子氏
受講料　1カ月4,000円
募集期間　5月7日b～19日g午前9時～午後8時30
分（火曜日は午前10時～午後7時）

募集人数　18人（先着順）
申込方法　市室内温水プール備え付けの申込用紙に
必要事項を記入のうえ、市室内温水プールへ提出
してください。

Y市室内温水プール（182-2200）

■ヨガ教室開講　受講生募集

募　　　　　　集

市土地開発公社が所有している土地を、月極駐車場
として次のとおり賃貸します。
場所　榛原区萩原元萩
原2674番1（あぶ
らや南側） ※駅ま
で徒歩約5分

対象　市内在住の人
募集台数　駐車場9台
（普通自動車･軽自動
車）

使用料　車両1台につき月額5,000円
使用期間　6月1日～平成20年3月31日まで
申込方法　運転免許証など住所が確認できるものと
印かんを持参のうえ、土･日曜日、祝日を除く午
前9時～午後5時の間に市役所管財課へ申し込み
をお願いします。募集台数（9台）になり次第、
受け付けを終了します。

Y管財課（182-3632）

■駐車場利用者募集

幼稚園教諭、保育所保育士の臨時職員登録者を次の
とおり募集します。
職務　市内の幼稚園教諭･保育所保育士として勤務
資格　45歳までの幼稚園教諭、保育士の有資格者
勤務　勤務場所により4～8時間勤務
募集人員　若干名
申し込み 履歴書と免許状の写しを添えて、5月31
日までに教育総務課へ

Y教育総務課（184ー3471）

■臨時職員（幼稚園教諭･保育士）募集

職務　榛原区学童保育室指導員又は補助員として勤務
資格　55歳までの幼稚園（小学校）教諭か保育士の有
資格者。資格のない場合は補助員として登録

勤務　5月以降で午後7時まで勤務可能な人（時間は相
談に応じます）

募集人員　若干名
Y学習教育課（184-3472）

■臨時職員登録者募集
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食品を購入するときに、食品表示を見て購入していま
すか？食品表示にはいろいろなことが表示されていま
す。例えば、賞味･消費期限、原産地などが表示されてお
り、その食品がどのようなものかを知るためのものです。
毎日、口にする食品をよく知るためにも食品表示につ

いての講座を受けてみませんか。
日時　6月16日g 午後1時30分～3時
場所　市中央公民館（大宇陀地域事務所前）
対象　市内在住の人（定員30名）
演題　「確かめよう食品表示」～毎日、口にする食品
のことを知ってみませんか！～（近畿農政局奈良
農政事務所）

受講料　無料
申込方法　住所･氏名･年齢･電話番号を明記し、ハガ
キ･電話･FAXにていずれかの方法で申し込みをお
願いします。

申込先　市中央公民館（〒633-2165 大宇陀区中庄
202 583-1027）

申込締切　5月31日e

Y市中央公民館（183-2251）

市中央公民館　市民教養講座　受講生募集



『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

奈良県知事選挙・奈良県議会議員選挙の結果
■奈良県知事選挙
奈良県知事選挙の宇陀市における選挙当日の有権者

数は31,553人、投票者数は21,807人で、投票率は
69.11％でした。候補者別の得票数、期日前投票者数
及び当日の投票所別投票状況は次のとおりです。
◆候補者別得票数（宇陀市開票区）

◆期日前投票所の投票状況
投票者数＝3,537人　投票率＝11.21％

◆当日投票所の投票状況（不在者投票者数を含む）
投票者数＝18,270人　投票率＝57.90％

■奈良県議会議員選挙
奈良県議会議員選挙の宇陀市における選挙当日の有

権者数は31,551人、投票者数は21,804人で、投票率
は69.11％でした。候補者別の得票数、期日前投票者
数及び当日の投票所別投票状況は次のとおりです。
◆候補者別得票数（宇陀郡･宇陀市選挙区（宇陀市開票
区））

◆期日前投票所の投票状況
投票者数＝3,530人　投票率＝11.19％

◆当日投票所の投票状況（不在者投票者数を含む）
投票者数＝18,274人　投票率＝57.92％
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『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

今回の整備は、国や県などの補助を受けて行うもの
です。また、市からも加入を促進するために初期費用
について補助を行います。ただし、補助対象期間を過
ぎると、補助金なしの額（通常価格）をご負担いただ
くことになります。加入を希望される方はくれぐれも
補助対象期間内にお申し込みください。

■ケーブルテレビのみにご加入の場合

※さらにIP電話をご希望の場合は、追加工事費として
10,500円必要です。（ただし、この金額は補助対象期間内
の同時工事に限る。）

4月から5月にかけて大宇陀区・榛原区においてケーブルテレビ住民説明会を行っています。地上デジタル放送
やケーブルテレビについての疑問を解消するよい機会ですので、多数ご参加ください。日時や場所については、
広報うだ4月号の折り込みちらしをご覧ください。
なお、菟田野区・室生区については、国の補助の関係で整備期間が異なるため10月から説明会を開催する予定

です。
また、ケーブルテレビの幹線を電柱に設置するにあたり、5月から電柱の立っている土地の所有者の方にこま

どりケーブルが依頼した業者が承諾をいただきにおうかがいしますので、ご協力をお願いします。
6月号では、加入申込の方法やケーブルテレビQ&Aなどを掲載する予定です。

Y 情　報　シ　ス　テ　ム　課（182-2121）

■ケーブルテレビとインターネットをセットでご加入
の場合

※ケーブルテレビ＋インターネット＋IP電話の場合は、IP電
話工事費10,500円は不要です。（同時工事に限る）

【共通事項】
※デジタルプランで2台以上デジタルホームターミナルを設
置する場合は、2台目以降1台につき6,300円の取付工事費
が必要です。
※IP電話をお申し込みの場合、NTT回線休止工事費として別
途2,100円（税込み）がNTTから直接請求されます。
※集合住宅の場合は整備の方法により、初期費用が異なる場
合があります。
※生活保護を受給されている方が加入される場合、加入契約
金は全額市が負担します。
※上記金額は、全て消費税込みの金額です。
※4月15日現在の金額です。

※NHK受信料は別途必要です。
※デジタルプランで2台以上デジタルホームターミナルを設置する場合は、2台目以降1台につき1,890円の月額利用料が加算
されます。
※身体障害者手帳をお持ちの方はインターネット料金の割引があります。
※IP電話をご利用の場合は、別途ユニバーサルサービス料が必要となります。【月額　7円（税込み）】ユニバーサルサービス
料は、2007年1月～６月までの番号単価です。番号単価の変更に伴い、ユニバーサルサービス料は変更となりますのでご了
承ください。
※IP電話をご利用の場合は、別途通信費が必要です。
※上記金額は、全て消費税込みの金額です。

費　　　　用

初　期　費　用

月　額　利　用　料



今年度より「こまどりケーブル」により整備を行うケーブルテレビ事業の概要については、広報うだ4月号の折
り込みチラシでお知らせしたところですが、今月号では、サービス内容や費用などについて詳しくお知らせします。

●デジタルプラン
《デジタルプラン》では基本プランのチャンネルに

加え、ニュース、スポーツ、映画、ドラマ、音楽など
の専門チャンネルが合わせて78チャンネル受信できま
す。なお、デジタルプランでは専用のデジタルホーム
ターミナルを接続するので地上デジタル放送対応テレ
ビや地上デジタルチューナーは必要ありません。
ただし、複数箇所で《デジタルプラン》をご覧にな

る場合は、テレビごとにデジタルホームターミナルが
必要となり、別途取付工事費及び月額利用料が必要で
す。デジタルホームターミナルを接続していないテレ
ビは、《基本プラン》がご覧いただけます。
《デジタルプラン》宅内工事接続イメージ

※一般住宅の基本的接続の場合

◆インターネット
ご家庭のパソコンから世界中の情報を見ることがで

きるインターネットは、ますます重要になってきてい
ます。ケーブルテレビの光ファイバ網を利用したイン
ターネットサービスは、高速・大容量で常時接続の定
額制（プロバイダ料・通信料・光端末装置使用料含
む。）で、24時間対応のサポート体制です。3つのプ
ランから使い方に合わせた通信速度がお選びいただけ
ます。
※インターネット単独のお申し込みはできません。

◆IP電話（ケーブルライン）
既存の電話網の代わりに、インターネット網を利用

した電話サービスです。今お使いの電話番号がそのま
まお使いいただけ、今までのこまどりケーブルのIP電
話では発信できなかった110番や119番などの緊急電
話や、フリーダイヤルへの発信が可能です。また、ケ
ーブルライン同士なら通話料が無料になり、一般電話
へは全国一律３分8.3895円で通話できるため（他社IP
電話、携帯電話、PHS等へかける場合別途通信費が必
要です）、通信費の節約が可能です。
※IP電話単独のお申し込みはできません。
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◆テレビ
ケーブルテレビでは、今までテレビの見えにくかっ

た地域でも、安定した美しい画像で受信できます。ご
覧になりたいチャンネルに応じて《基本プラン》・
《デジタルプラン》の2つのプランがお選びいただけ
ます。
●基本プラン
《基本プラン》では、次のチャンネルがご覧いただ

けます。

※1）ケーブルテレビ対応チューナー内蔵テレビが必要です。
※2）地上デジタル放送対応テレビまたは地上デジタルチューナー
が必要です。

◆チャンネルプランは、変更になる場合があります

《基本プラン》の宅内工事接続は、現在のアンテナ
による受信（共同受信設備を含む。）をこまどりケー
ブルのラインに変更します。その際にテレビ3台まで
の受信チャンネルの調整（チューニング）を行います。
月額利用料については、一般住宅の場合、2台以上の
テレビを接続しても変わりませんが、寮、旅館、ホテ
ル等については料金が異なるため、お問い合わせくだ
さい。
《基本プラン》宅内工事接続イメージ

※一般住宅の基本的接続の場合

■宇陀市でケーブルテレビが始まります！

サ　ー　ビ　ス　内　容
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Y 情　報　シ　ス　テ　ム　課（182-2121）

赤十字月間とは、毎年5月の1カ月
間、赤十字活動を実施するために必
要な活動資金に対し、皆様からご協
力いただくため、全国一斉に展開し
ている運動です。
ご協力いただいた活動資金は、日

本赤十字社を通じて災害や紛争など
に伴う人道的救援活動等に大切に活
用されています。
皆様のあたたかい善意を赤十字にお寄せください。

Y日本赤十字社奈良県支部宇陀市地区（市厚生保護課
内）（182-2221）

■5月は「赤十字運動月間」です

館内の機械整備点検･清掃のため全館臨時休業しま
す。ご了承ください。
※日帰り入浴のご利用もできませんので、ご了承くだ
さい。
休業期間　5月29日（火）～31日（木）

Y保養センター美榛苑（182-1126）

■全館臨時休業します【保養センター美榛苑】

日時　6月16日g 午後6時30分～
場所　阿紀神社　能舞台
（大宇陀区迫間）※雨天の
場合は、市文化会館

出演　献能：浦田保親（能
楽）、善竹隆司（狂言）、
浦田保利（舞囃子）【無形
文化財保持者】

入場料　大人3,500円（当
日:5,000円）、中･高校生
2,000円（当日:2,000円）

販売場所　大宇陀地域事務
所産業建設課･市文化会
館･大宇陀商工会･道の駅
宇陀路大宇陀

演目　舞囃子:絵馬（えま）、狂言:文山立（ふみやまだ
ち）、能楽:清経（きよつね）替え型

その他　入場は中学生以上に限ります
Y大宇陀地域事務所産業建設課（183-2251）

■第15回あきの螢能　開催

団体名　OSVC（大宇陀ソ
フトバレーボールクラ
ブ）

会員数　34名
活動概要　私たちOSVCは、
平成12年11月に発足し
たソフトバレーボールを愛するクラブチームです。
大きな大会は年5回程度あり、それ以外にも他のチ
ームと交流試合を行っています。最近では、各大会

市民活動団体を紹介します（企画課） において、好成績を残せるまで成長してきました。
また、イベントでたこ焼きなどを売って活動費に

充てようと『世界最強模擬店』を出展するなどチー
ムの結束力も抜群です。バレーの技術より友達づく
りを重視した『OSVC』に入部する価値ありです。
まずは、見学を兼ねてお越しください。

練習場所　大宇陀体育館
練習日　毎週火曜日　午後7時30分頃から
連絡先　小林方（183-2400）※午後6時以降

■ユーザー登録受付窓口
【大宇陀区】 大宇陀地域事務所地域振興課･大宇陀分館･文化会館　【菟田野区】 生涯学習課･菟田野地域事
務所地域振興課･菟田野分館　【榛原区】 情報システム課･榛原分館･大和富士ホール･総合体育館･榛原総合セ
ンター･室内温水プール･平成榛原子供のもり公園　【室生区】 室生地域事務所地域振興課･室生振興センター

※どの窓口で登録しても、すべての対象施設が予約できるようになります。
※「分館」とは、宇陀市中央公民館の分館をいいます。
■ユーザー登録受付期間
各施設の休業（館）日を除く午前8時30分から午後5時15分まで
■持ち物
運転免許証や健康保険証など本人確認ができるもの
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公共施設予約システムが利用できる施設が追加されました
地域の情報化を推進するため整備を行ってきた「宇

陀市地域イントラネット」が完成しました。市役所を
中心に市内の各公共施設や小･中学校などの拠点を光
ファイバーで結び、各種行政情報や観光情報の提供を
始め、テレビ会議システムを活用した学校間の交流な
ど住民サービスの向上を図ります。
今回の整備で、大宇陀保健センター、大宇陀人権交

流センター、大宇陀図書館、菟田野分館、菟田野産業
振興センター、室生北児童館、大野西垣内集会所、蕨

わらび

集会所には、住民公開用端末を設置しましたので、ご
自宅にパソコンがない場合でも、情報を得ることがで
きます。さらに、道の駅「宇陀路大宇陀阿騎野宿」、

道の駅「宇陀路室生」には、観光情報を提供するタッ
チパネル式の情報端末を設置しました。お気軽にご利
用ください。
また、インターネットに接続したパソコンから市内

公共施設の空き状況の照会や仮予約をすることができ
る「宇陀市公共施設予約システム」は、今回の整備に
ともない6月1日から利用できる施設を追加します。こ
のシステムを利用して公共施設の仮予約をするために
は、事前に窓口でのユーザー登録が必要ですので、希
望される方は登録手続きをしてください。
なお、公共施設予約システムには市ホームページか

らアクセスすることができます。

まちなみギャラリー
休館日　　毎週水曜日
開館時間　午前10時～午後5時

■「東アジア･宇陀古代史研究会」
による宇陀の歴史写真展

5月3日e～29日c

※入館料　無料



■３月３１日付退職
田中賢治（内科医師） 古林利治（皮膚科医師）

阪口壽美子（看護部長） 池野ハツエ（看護主任）
米田一美（看護主任） 林田淑子（看護師） 三浦好
美（看護師） 梅垣政子（准看護師） 眞鍋友美（薬剤
師） 大谷俊子（看護助手）
■４月１日付採用
城井啓（内科医師、消化器科部長） 飯岡敦子（皮

膚科医師） 榎本理史（内科医師） 宮本佳奈（看護
師） 中目陽子（看護師） 遠藤牧子（看護師） 伊
藤裕子（薬剤師） 辻岡育美（理学療法士）
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■４月１日付昇格等
【医療部】 瀧順一郎 外科部長 鈴木博 小児科部
長 伊藤充代 内科医長
【看護部】 西岡令子 看護部長 新森純子 副看護部
長（北４階課長兼務） 長谷川寿乃 看護課長（北３
階） 藤森トクエ 看護主任（北４階） 奥野秀美
看護主任（西３階） 上谷君代 看護主任（手術室）
【医療技術部】 岡本和男 臨床工学科長 吉川尚衛
リハビリテーション科長 毛利満由美 眼科主任
Y市立病院（182-0381）
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■技能労務職
〔教育委員会事務局〕
南宇陀学校給食センター　倉岡君枝【教育委員会事

務局大宇陀学校給食センター】 同　岡本まさ子【教
育委員会事務局菟田野学校給食センター】 同　山本
由美子【同】 同　徳田功【同】 同　山本貴三子
【同】 同　吉田公【教育委員会事務局室生学校給食
センター】 同　浦巽いつ子【同】 同　井脇勝芳
【同】 北宇陀学校給食センター　田所佳江【教育委
員会事務局榛原学校給食センター】 同　高西秀嘉
【同】 同　平山浩太郎【同】 同　井ノ上絹子
【同】 同　松谷美鈴【同】 同　長山好美【同】
同　松田純子【同】 同　植田みゆき【同】 同　山
崎文代【同】 同　仲西庄之助【教育委員会事務局室
生学校給食センター】 同　松井恵子【同】 同　片
岡みちや【同】 同　宇良章子【同】

《幼稚園・保育所》
■園長・所長級
菟田野地域事務所菟田野保育所長　中村幸子【教育

委員会事務局菟田野学校給食センター所長補佐】

■副園長・所長補佐級
大宇陀地域事務所大宇陀保育所長補佐　松岡和世

【大宇陀地域教育事務所地域教育課長補佐】 同　泉
尾賀津子【同児童館長補佐】
■教諭・保育士
教育委員会事務局大宇陀幼稚園　上田美和子【健康

福祉部市民福祉課榛原北保育園】 同　岸上徳子
【同】 同榛原幼稚園　井戸本一恵【室生地域事務所
室生保育所】 同　栢本絵美【同児童館・人権交流セ
ンター】 同榛原東幼稚園　吉岡明美【教育委員会事
務局榛原幼稚園】 同　百瀬友美【同榛原西幼稚
園】 同榛原西幼稚園　谷口恵美【同大宇陀幼稚
園】 同　太田千佳子【同】 同　岩井典江【健康福
祉部市民福祉課榛原北保育園】 同室生幼稚園　森美
里【教育委員会事務局榛原東幼稚園】 大宇陀地域事
務所大宇陀保育所　多山佳洋子【大宇陀地域事務所人
権交流センター】 同　杉本仁美【同保健センタ
ー】 同　北岡秀子【菟田野地域事務所人権交流セン
ター】 同　海出友紀子【健康福祉部市民福祉課榛原
北保育園】 同　丸山由起【同】 菟田野地域事務所
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菟田野保育所　片岡三枝【大宇陀地域事務所大宇陀保
育所】 同　和田邦江【同】 同　吉田紀代子【菟田
野地域事務所農林商工課】 同　森岡千鶴子【同人権
交流センター】 健康福祉部市民福祉課榛原北保育園
北岡縁【教育委員会事務局室生幼稚園】 同　尾上智
子【大宇陀地域事務所大宇陀保育所】 同　丸岡里美
【教育委員会事務局大宇陀幼稚園】 同　久保真紀子
【室生地域事務所室生保育所】 同　杉本久美
【同】 室生地域事務所室生保育所　小柴由佳理【同
児童館・人権交流センター】

《退職》　　　　　　　　　　　　　　　3月31日付
■部長級
藤田靜秀【議会事務局長】 山本普志雄【農林商工

部長】

■課長級
安達俊平【市民環境部環境対策課護美センター所

長】 岡本芳朗【同付東宇陀環境衛生組合派遣】 笹
尾好史【教育委員会事務局大宇陀学校給食センター所
長】 窪田ひろ子【同室生学校給食センター所長】

■課長補佐級
飯降りゑ子【室生地域教育事務所地域教育課長補佐

室生振興センター事務長】 田中富美子【大宇陀地域
事務所大宇陀保育所長補佐】

■主任
横東壽子【土木部営繕課主任】

■一般
上山美穂【室生地域事務所国民健康保険直営診療所

（田口）】 宮本千津子【同】
■医療職
丸野とくえ【介護老人保健施設さんとぴあ榛原業務

課】
■技能労務職
岡　弘子【菟田野地域事務所菟田野保育所】 片石

隆一郎【保養センター美榛苑庶務課】 大西百合子
【教育委員会事務局榛原学校給食センター】
Y人事課（182-1303）
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■人事異動を行いました【市立病院】



所長補佐　峯山卓巳【教育委員会事務局社会教育課人
権教育室長補佐】

■主任級
財務部税務課主任　登峠和憲【榛原地域事務所地域

振興課主任】 市民環境部市民生活課主任　辻本瑞枝
【同】 同付奈良県後期高齢者医療広域連合派遣　山
岡宏充【大宇陀地域事務所地域振興課主任】 土木部
営繕課主任　桐久保美惠子【榛原地域事務所土木建設
課主任】
〔教育委員会事務局〕
南宇陀学校給食センター主任　米野幸也【菟田野地

域事務所地域市民課主任】 北宇陀学校給食センター
主任　勝田靖【教育委員会事務局榛原学校給食センタ
ー主任】 同　柿本行輝【同】 同　福島充啓【同】
〔大宇陀地域事務所〕
保健センター主任　　明美【大宇陀地域事務所地域

振興課主任】
〔菟田野地域事務所〕
人権交流センター主任　東向ひとみ【菟田野地域事

務所地域市民課主任】
〔室生地域事務所〕
児童館・人権交流センター主任　野田広実【市民環

境部市民生活課主任】 同　馬出淳司【室生地域事務
所保健福祉課・福祉保健交流センター主任】

■一般
総務部人事課付奈良県総務部市町村課派遣　藤田茂

樹【財務部税務課】 健康福祉部市民福祉課付社会福
祉協議会派遣　木戸ちさと【健康福祉部市民福祉課榛
原保健センター】 財務部税務課　梶岡洋平【新採
用】 市民環境部市民生活課　山本隆義【新採用】
健康福祉部市民福祉課　山田真友【新採用】
〔教育委員会事務局〕
南宇陀学校給食センター　川本和也【都市整備部都

市計画課】 北宇陀学校給食センター　三本木康夫
【教育委員会事務局榛原学校給食センター】
〔室生地域事務所〕
国民健康保険直営診療所（田口） 窪田江利子【室

生地域事務所地域市民課】
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4月1日付【 】内は旧任
《市役所》
■部長級
市民環境部長　石本直近【室生地域事務所区次長･

市民環境課長事務取扱】 市民環境部参事（環境対策
担当）米田実【榛原地域事務所区次長】 健康福祉部
長・福祉事務所長兼務　向田博【大宇陀地域事務所区
次長】 農林商工部長　穴田宗宏【農林商工部参
事】 都市整備部長　高橋博和【市民環境部長】 議
会事務局長　樋口保行【都市整備部長】 市立病院事
務局長　松村光哲【健康福祉部長・福祉事務所長兼
務】 会計管理者　新子惠映【市立病院事務局長】
〔榛原地域事務所〕
榛原地域事務所付・文化体育事業団派遣（局長）

辻本文昭【菟田野地域事務所区次長】

■次長・課長・主幹級
市民環境部次長・環境対策課護美センター所長事務

取扱　山口隆次【市民環境部次長（環境対策担
当）】 同環境対策課付・東宇陀環境衛生組合派遣
寺中秀治【水道局総務課長】 農林商工部産業振興課
長　中出隆三【農林商工部産業振興課主幹(農業担
当）】 水道局総務課長　小野眞治【榛原地域事務所
土木建設課主幹】
〔教育委員会事務局〕
南宇陀学校給食センター所長　吉岡義明【大宇陀地

域事務所地域市民課付社会福祉協議会派遣（大宇陀支
所）】 北宇陀学校給食センター所長　生駒廣一【教
育委員会事務局榛原学校給食センター所長】
〔大宇陀地域事務所〕
地域市民課付社会福祉協議会派遣（大宇陀支所）山

本康代【大宇陀地域事務所地域市民課主幹】
〔菟田野地域事務所〕
地域振興課主幹　吉田重明【菟田野地域事務所菟田

野保育所長】
〔室生地域事務所〕
市民環境課長　東久博【農林商工部産業振興課長】

■課長補佐級
〔教育委員会事務局〕
社会教育課人権教育室長補佐　山口悦子【榛原地域

事務所農林商工課長補佐】 北宇陀学校給食センター
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■人事異動を行いました【市役所】

宇陀市教育委員が改選されました
平成１９年３月３１日をもって、前教育長岸岡寛式

氏が退任され、後任に寺澤亮一氏（菟田野区）が就任
されました。
また、多山藤樹教育委員の任期満了に伴い、後任に

喜多俊幸氏（室生区）が就任されました。
なお、４月１日付で教育委員長に　山和英氏が就任

され、教育長に向出公三氏が就任されました。

改選後の教育委員会組織は次のとおりです。（敬称略）
教育委員長　　　　　　　　山和英（大宇陀区）
教育委員長職務代理者　　枡井一完（榛原区）
教育委員　　　　　　　　寺澤亮一（菟田野区）
教育委員　　　　　　　　喜多俊幸（室生区）
教育長　　　　　　　　　向出公三（榛原区）

Y教育総務課（184-3471）
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4月1日から児童手当制度が拡充されました
我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ、若

い子育て世帯等の経済的負担の軽減を図る観点から、
3歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額を、
第1子及び第2子について倍増し、出生順位にかかわら
ず一律月1万円となりました。
なお、3歳以上の児童の児童手当の額、支給対象年

齢及び所得制限限度額については、現行どおりです。
※詳しくは、下記の児童手当制度の概要をご覧くださ
い。
■0歳以上3歳未満の児童養育者に対する児童手当
◎第1子･第2子
月額５千円（現行）⇒月額1万円（倍増）
◎第3子以降
月額1万円（現行）⇒月額1万円（現行どおり）

■3歳以上（現行どおり）
◎第1子･第2子　月額５千円
◎第3子以降　月額1万円
※施行日は4月1日（拡充後の最初の支給月は6月）
※今回の改正では、受給者から特段の手続きを行う
必要はありません。

※4月から3歳未満の児童手当等の額は一律月額1万
円となりますが、3歳到達後の翌月からは、第1
子及び第2子の手当額は5千円となります。

※公務員の方は、勤務先にお問い合わせください。
■児童手当制度の概要
◆児童手当制度の目的
児童手当制度は、児童を養育している方に手当を

支給することにより家庭における生活の安定に寄与
するとともに、次代の社会をになう児童の健全な育
成及び資質の向上に資することを目的にしていま
す。
◆児童手当制度の仕組み
１．支給対象

児童手当は、12歳到達後の最初の3月31日まで
の間にある児童（小学校修了前の児童）を養育し
ている方に支給されます。ただし、前年（1月か
ら5月までの月分の手当については前々年）の所
得が一定額以上の場合には、児童手当は支給され

ません。
２．支給手続き

児童手当は、児童を養育する家計の主たる生計
維持者が申請し、市長（公務員の方は勤務先）の
認定を受けることにより、申請した翌月分から支
給されることになります。

３．支給月額
○3歳未満　一律10,000円
○3歳以上　
第1子･第2子5,000円　第3子以降10,000円

４．支払時期
児童手当は原則として、毎年2月、6月、10月
に、それぞれの前月分までが支給されます。

５．所得制限限度額
所得制限限度額は、前年（1月から5月までの月
分については前々年）の所得額で判定します。ま
た、所得には一定の控除があります。なお、所得
制限限度額は年によって変更されることがありま
すので、詳しくは窓口（公務員の方は勤務先）へ
お問い合わせください。具体的な所得制限限度額
は次のとおりです。

注1）所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養親族が
ある者についての限度額（所得額ベース）は上記の額に当該老
人控除対象配偶者又は老人扶養親族1人につき6万円を加算した
額。

注2）扶養親族等の数が6人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、
1人につき38万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者又は老人
扶養親族であるときは44万円）を加算した額。

Y福祉課（182-2236）又は各地域事務所児童手当係

県民一人ひとりが交通安全意識の普及･浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しいマナーの実践を習慣づけ、
県民自身による道路交通環境の改善に向けた取り組み
を推進することにより、交通事故防止の徹底を目指し
ましょう。
■スローガン
交通事故のない　やすらぎの　大和路づくり
～大和の交通マナーを高めよう～
■運動の基本
子どもと高齢者の交通事故防止
■主なねらい

1飲酒運転の根絶
2自転車の安全利用の推進
3後部座席を含むシートベルトとチャイルドシート

の正しい着用の徹底
4二輪車・原付車運転中の交通事故防止
■県下統一デー
11日　飲酒運転根絶推進デー
12日　自転車の安全利用推進デー
15日　後部座席を含むシートベルトとチャイルドシ
ートの正しい着用推進デー

18日　二輪車･原付車運転中の交通事故防止推進デ
ー

20日　子どもと高齢者の交通事故防止推進デー
■市交通対策協議会の行事
11日　街頭啓発（榛原駅前）
14日　交通安全講習会（フロンティア21はいばら）
18日　宇陀地区交通安全大会（サンクシティ）

■春の交通安全県民運動が行われます【5月11日（金）～20日（日）】 Y総務課（182-1302）
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平成19年4月から個人住民税（市県民税）が改正されました　Y税務課（182-1306）

国から地方への税源移譲が行われるため、所得割額
の税率が3段階から一律10％になります。（所得税に
ついては税率が4段階から、6段階に細分化されます。）
税源の移し替えなので、「所得税＋住民税」の負担

は基本的には変わりません。
◆住民税の税率

平成11年度から、景気対策のために暫定的な税負担
の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の
経済状況を踏まえて廃止されます。（平成18年度は、
市県民税合計で所得割額の7.5％、上限は2万円でし
た。）

平成17年1月1日現在、65歳以上（昭和15年1月2日
以前に生まれた人）で前年の合計所得金額が125万円
以下の人について、非課税措置が段階的に廃止となり
ます。
■均等割　税額の3分の1を減額し、2,900円を課税
（市民税2,000円･県民税900円）
■所得割　税額の3分の1を減額し、3分の2を課税
※平成18年度は、均等割は3分の2を減額し1,400円を
課税、所得割は税額の3分の2を減額し3分の1を課
税しました。

■税額の変わる時期
所得の種類により、次のとおり税額

が変わる時期が異なります。

■定率減税の廃止及び税源移譲を踏まえた税負担額（年額）の変化

※平成18年分（度）の所得税と住民税の合計に比べて、平成19年分（度）が増えているのは、定率減税が廃止されたことによるものです。
※住民税には、このほか均等割（4,500円）が課税されます。 ※一定の社会保険料控除を見込んでいます。

※平成18年分（度）の所得税と住民税の合計に比べて、平成19年分（度）が増えているのは、定率減税が廃止されたことによるものです。
※夫婦2人の場合、配偶者は70歳未満に該当するものとしています。
※住民税には、このほか均等割（4,500円）が課税されます。 ※一定の社会保険料控除を見込んでいます。
※年金収入が、245万円以下の方の住民税は、65歳以上の方への非課税措置が廃止されたことに伴う経過措置により、税額が平成18年度は3
分の2，平成19年度は3分の1が減額されます。

1所得割の税率が変わります 2定率減税が廃止されます

3住民税の老年者非課税措置が廃止されまし
たが、経過措置がとられています
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国民年金は、生涯、年金が受け取ることができる一
生涯の保障です。

国民年金は、高齢になったときや事故や病気で障害
が残ったときなどにも安定して生活が送れるよう、み
んなで保険料を出し合い、お互いを支え合う制度です。
日本に住む20歳以上60歳未満のすべての人が加入し
保険料を納めなければなりません。
保険料を納めると次のようなメリットがあります。

国民年金が老後だけでなく、加入者が事故や病気で
障害が残った場合は「障害基礎年金」が支給され、死
亡したときは、その遺族に「遺族基礎年金」が支給さ
れます。
※公的年金制度の障害･遺族年金は、日本の人口の20
人に1人が受給されています。

納めた保険料は「社会保険料控除」として全額控除
の対象となり、税金が安くなります。

■国民年金保険料は納め忘れのないようにし
ましょう 国民年金の老齢基礎年金は、1/3（将来は1/2）が

国庫負担（税金）で賄われており、国庫負担があるこ
とにより払った保険料を上回る給付を受けられる計算
となります。厚生労働省の試算によると、1985年生
まれ（2005年に20歳）の方でも生涯の年金額は、納
めた保険料の1.7倍以上となります。

国民年金は、将来の経済状況の変化に応じて年金額
が改定されます。年金に加入（20歳）してから年金を
受給（65歳）するまでの間、経済社会が大きく変動し
たとしても年金の価値は保障されます。

家族が高齢者を支える「私的扶養」は、核家族化や
平均寿命の延びなどにより、難しくなっています。老
後の生活を安心できるものにするためには、社会全体
の「世代間扶養」のしくみで成り立つ「公的年金制度」
が重要な役割を担っています。保険料を未納にしてい
ると年金を受けとることができない場合があります。
【老後の生活】、【万が一】のときに備えるためにも

保険料は納め忘れのないようにしましょう。
Y奈良社会保険事務局桜井事務所（10744-42-0033）

市スポーツ少年団が5月1日より新たに発足しました。市スポーツ少年団には13単位団が登録し、活動を始めて
います。
スポーツ少年団は、単にスポーツ（身体運動）のみを行うのではなく、「青少年の健全育成」も目的にしており、
地域での奉仕活動や県内単位団との交流活動も行い、地域に根ざしたスポーツ少年団を目指し、活動の場を広げ、
仲間づくり･居場所づくりにも貢献しています。スポーツをしたい！体を動かしたい！方、一度活動をのぞきに来
てください。小学生から19歳までの方なら、どなたでも登録していただけます。新規単位団･団員を募集してお
りますので、お気軽に生涯学習課または下記単位団代表者までお問い合わせください。
■スポーツ少年団活動一覧表

Y 生 涯 学 習 課（184-3473）

メリット4 生涯の年金額は保険料の1.7倍以上

メ リ ッ ト 1 老 後 を 支 え る 終 身 の 年 金

メリット2 不測の事態に備える保険としての年金

メリット3 納めた保険料分は税金の負担が軽減

メリット5 国民年金は経済の変動にも負けません

■宇陀市スポーツ少年団　新規登録単位団･団員募集中！
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室生区上笠間444-1（197-2215）
開館時間　午前9時～午後5時
休館日　毎週月・火曜日

■昼下がりのコンサート
日時　毎週木曜日　午後2時～3時※5月24日のみ、室
生コーラス練習のため午後3時～4時

参加費 300円（飲食代）

■森の音楽喫茶「みどりの風吹きぬけるメロ
ディー」

日時　5月12日g 午前10時30分～12時
朝食代（お茶付） 600円（限定50人）
お茶（クッキー付） 200円※どちらも予約券が必要
出演　歌:音楽の森ふれあい館　荒井館長･音楽の森ス
タッフ　村尾藍　ピアノ演奏:音楽の森スタッフ　福
家明世･大山理保

■”音楽の森むろうコーラス””室生どんぐり
児童合唱団”平成19年度参加者募集

指導　荒井館長、福家明世･大山理保（音楽の森スタ

ッフ）
【音楽の森むろうコーラス】
活動日　毎月第4木曜日　午後1時30分～3時
参加費　前期（4～9月）3,000円・後期（10～3月）
3,000円※おやつ代、郵送代など実費としていただ
くものです。

【室生どんぐり児童合唱団】
対象者　市内在住の小学1年生～中学3年生
活動日　原則として毎月第２土曜日　午後1時30分～
3時

会費　6,000円（平成19年度分、1カ月500円）※テ
キスト代、ワークショップ代などは別途必要。

■ギャラリー音楽の森　「池田幸子　書道展」
開催

期間　5月10日e～6月3日a

Y音楽の森ふれあい館（197-2215）

■「宇陀の桜」展（展示ホール）
宇陀の桜にちなんだ作品（写真･俳句･短歌･絵画な

ど）を展示しています。ぜひご覧ください。
展示期間 5月20日aまで

■「手作り作品展」作品募集
趣味やアイディアを生かした手づくりの作品展で

す。手芸･小間物･焼きもの･粘土細工･自然を生かした
細工ものなど、アイディア作品を2回にわたって展示
します。みなさんの出展をお待ちいたします。
展示期間　1回目　6月1日f～30日gまで　2回目
7月7日g～8月5日aまで

作品搬入　1回目　5月20日aまで　2回目　6月20
日dまで

■文化教室　受講生募集
平成19年度の文化教室受講生を募集しています。お

申し込みをお待ちしています。
○手芸教室
開講日　毎月第2月曜日　午前9時30分～12時
受講料　1回1,000円
募集人数　11名
講師　亀田昌子氏（宇陀市）

大宇陀区拾生871（183-0977）
5月の休館日:1･3･4･5･8･15･22･29日

内容　古着物など家にある布を使ってカントリード
ールやタペストリーを作りましょう。

開講　6月の開講予定です。
○トールペイント教室
開講日　毎月第3金曜日　午前9時30分～12時
受講料　1回1,000円（教材費別）
募集人数　10名
講師　影山一恵氏（宇陀市）
内容　アクリル絵の具を使ってあらゆる物にペイン
トします。初めての方も簡単に描けます。

開講　6月の開講予定です。
○陶芸教室
開講日　毎月第1･第3日曜日　午前9時～12時
受講料　2回3,000円（教材費別）
募集人数　10名
講師　野口彰氏（美章窯赤膚焼陶芸家）
内容　陶芸の基本を身につけ、オリジナルの焼き物
を作りましょう。

開講　4月より開講しています。
※申し込み方法･･･5月20日aまでに市文化会館備え

付けの申込用紙に必要事項を記入のうえ、申し込
みください。なお、先着順で募集人員に達し次第
締め切らせていただきます。



『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

広報うだ　32

図　書　館　だ　よ　り
■中央図書館だより
●中央図書館の開館日が増えます
４月から土･日曜日と祝日が重なる場合は、開館さ

せていただいています。そのため、5日(祝)は開館に
なります。
●おはなし会
★すくすくひろば（0～3歳）※3回とも同じ内容です。
5月8日c、22日c

1午前10時～10時30分　2午前10時45分～11
時15分　3午前11時30分～12時　

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
5月9日d、23日d 午後2時45分～3時15分
★たんぽぽひろば（6歳～）
5月9日d、23日d 午後3時30分～4時
★おはなしクラブ
5月12日g、26日g

午前10時30分～11時（3～5歳）
午前11時15分～11時45分（6～12歳）
●えいが会
日時　5月19日g 午前11時～　
内容　『にじいろのさかな』
●雑誌･寄贈本のリサイクル
保存切れとなった雑誌等をお譲りします。（一人5冊

まで）期間　5月8日～　場所　特設コーナー（図書館
正面玄関の入ったところ）※在庫がなくなり次第、終
了させていただきます。
Y中央図書館（182-4749）【5月の休館日:3･4･7･
14･21･28日】

■大宇陀図書館だより
●おはなし会
日時　5月19日g 午前10時30分～

場所　2階セミナー室
対象 2歳から小学校低学年とその保護者
内容　○すがたり『ねずみの嫁入り』○パペットシ
アター『春です　こんにちは！』○カレンダーを
作ろう

●えいが会
日時　5月26日g 午前10時～　
場所　1階研修室
内容　○『あーんあん』

Y大宇陀図書館（183-0977）【5月の休館日：1･3･
4･5･8･15･22･29日】

【絵本】
■パパだいすき
セバスチャン･ブ
ラウンさく･え

パパはいつも、あ
そんでくれる。ぎ
ゅうって、だっこ
してくれる･･･。パ
パがいれば、あん
しん！パパぐまと
子ぐまのすがたをやさしさあふれる絵
で描いた、心があたたかくなる絵本。
ひざの上で読んであげてください。

【児童よみもの】
■宮部みゆき
宮部みゆき著

小説の面白さ、楽
しさを味わうため
に、著者自身が用
意したスペシャ
ル･アンソロジー。
探偵事務所の用心
犬、超能力をもつ
女性が主人公であれ、時代小説であ
れ、そのストーリー･テリングの巧み
さは読者をつかんだら離さない！

話　題　の　新　刊　図　書

【エッセイ･対談】
■なわとび千夜一夜
林真理子著

マッサージ、ストレ
ッチ、ダイエット、
各種サプリにお洋服。
毎日のたゆまぬ努力
に支えられる「美」
や日常の出来事、事
件について思うこと
をふわふわとシビアに書き続けてき
て･･･。祝･1000回！『週刊文春』の
好評連載。

【政治･社会･時事】
■出会いサイト　今子
どもたちが危な
い！
藤川博樹著

インターネットの「出
会い系サイト」を利用
した結果として、18
歳未満の子どもたちが犯罪に巻きこ
まれる事件が急増している。出会い
系サイトの仕組みと実情、その危険
性を訴え、子どもたちをどうしたら
守れるのかを解説する。

前委員の辞職により、次の方が
新たに主任児童委員として厚生労
働大臣から委嘱されました。（新委
員の任期は、11月30日までです。）
なお、前委員の大西厚子さんに

は、6年11カ月の間、主任児童委
員として児童福祉の向上などにご
尽力いただきました。
Y厚生保護課（182-2221）

井戸上　敏子さん
（室生区担当）

広報うだ4月号でお知らせしましたとおり、市内在
住の65歳以上の方に4月から翌年3月分の入浴回数券
（各施設年間利用共通券12枚綴り）を次のとおり交付
しています。
希望者は、受付窓口で申請してください。
受付期間　年間を通して随時
受付場所　市役所長寿介護課及び各地域事務所
持ち物 印かん･本人であることが証明できるもの
（運転免許証･保険証など）
対象者 市内在住の65歳以上の方※本年度中（4月1
日～平成20年3月31日）に65歳になる方も対象

Y長寿介護課（182-3675）

広報うだ4月号7ページの総合計画審議会委員名簿中
の「松平三代子」氏は「松平三千代」氏の誤りでした。
訂正しお詫びいたします。
Y秘書広報課（182-3912）

■65歳以上の方へ入浴回数券を交付してい
ます

■新しく主任児童委員が決まりました

■訂正とお詫び



国民健康保険の加入者は、金額にかかわらず、前年
中の所得（平成18年1月1日から12月31日までに得た
所得）の申告が義務づけられており、そのため所得税
や住民税が課税されない方も申告が必要となります。
正確な国民健康保険税の計算や税の軽減措置を受け

るために必要となりますので、申告してください。
申告場所　税務課（郵送での受け付けも可）
持ち物　印かん･収入等がわかる書類
※申告の必要がない方は次の方々です。
1確定申告や市民税の申告をした方　2給料か年金
のみの所得で、宇陀市にその支払報告書が提出され
ている方　3どなたかの扶養になっている方（違う
世帯の方に扶養されている方は申告してください。）

Y税務課（182-1306）
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大規模地震の発生に備えた安全な地域づくりのため
に、古い木造住宅の耐震診断を早急に実施することが
大切です。宇陀市では、平成19年度も木造住宅の耐震
診断に要する費用の一部を補助する「宇陀市既存木造
住宅耐震診断支援事業」を6月から予定しています。
なお、事業内容は広報うだ6月号

でお知らせしますが、診断事業に
先立って簡単に自己診断できる7

日本建築防災協会より発行されて
いる「誰でもできるわが家の耐震
診断」の冊子を5月1日より各施設
にて配付しますので、ご活用くだ
さい。
詳しくはお問い合わせください。
配付場所
○「広報うだ」設置場所（広報うだ裏表紙参照）
○市役所（都市計画課、危機管理室及びふるさとテ
ラス）

○各地域事務所地域振興課
Y都市計画課（182-5624）

平成19年度水質検査計画を、次のとおり公表します。
閲覧期間　5月1日～11日（土･日曜日、祝日を除く
午前8時30分～午後5時15分）

閲覧場所　市水道局
Y市水道局（182-2185）

生活排水をきれいにし、環境保全に大きな役割を果
たしている浄化槽。
浄化槽には、保守点検と清掃、それから法定検査が

必要なことをご存知でしょうか。法定検査は、水質検
査などで浄化槽が正常に機能していることを調べる重
要な検査です。
年1回の検査が義務づけられていますが、これまで

制度の周知が十分できていないこともあり、検査を受
けておられない方もおられます。
浄化槽の適正な管理が行われないと放流水の水質が

悪化したり、悪臭が発生することになり、生活環境を
悪くする原因となります。
制度の周知も兼ね、指定検査機関である「社団法人

奈良県環境保全協会」から順次、検査案内（手数料等）
を送付していますので、主旨をご理解いただき、受け
ておられない方はぜひこの機会に検査を受けてくださ
い。
検査期間　5月7日～6月6日【○菟田野区（5月7日
～16日）○大宇陀区（5月7日～16日）○榛原区
（5月17日～24日）○室生区（5月25日～6月6日）】
※ただし、土･日曜日、祝日は除く

検査機関　奈良県環境保全協会（50745-22-6443）
Y奈良県環境保全協会（10745-22-5161）

実施日　5月27日（日）
【※予備日は6月3日（日）】

榛原区では、宇陀市の恵まれた自然環境を守り、環
境美化への意識向上と住みよいまちづくりを市民全員
で築いていくことを目的に、自治会を中心とした環境
美化運動を実施しますので、ご協力をお願いします。
また、各企業･事業所について

も地元自治会と連携を取ってご
協力をお願いします。なお、収
集に当たっては、缶類、びん類、
プラスチック類、可燃性ごみ
（生ごみ）など分別収集にご協力
ください。
Y環境対策課（182-2202）

■国保税　平成18年中の収入の申告をお忘
れなく

■あなたの住まいは大丈夫？

■水質検査計画を公表します

■浄化槽の法定検査を受けましょう

■「ごみ０（ゼロ）の日」を実施します
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秘 書 広 報 課
企 画 課
人 　 事 　 課
総 　 務 　 課
危 機 管 理 室
管 財 課
財 政 課
行政改革推進室
税 務 課
収 納 課
情報システム課
市 民 課
保 険 年 金 課

82-3912
82-1362 
82-1303
82-1302 
82-1304
82-3632 
82-1305
82-3643
82-1306 
82-1352 
82-2121
82-2143 
82-3672

人 権 施 策 課
環 境 対 策 課
健 康 増 進 課
病院建設準備室
厚 生 介 護 課
福 祉 課
長 寿 保 護 課
農 林 課
商 工 観 光 課
地 籍 調 査 課
都 市 計 画 課
公 園 課
下 水 道 課

82-2147 
82-2202 
82-3692 
82-3935 
82-2221 
82-2236 
82-3675 
82-3679 
82-2457 
82-5608 
82-5624 
82-3674 
82-5627

建 設 課
営 繕 課
監 理 課
出 納 室
議 会 事 務 局
農 業 委 員 会

宇陀市水道局 
宇陀市教育委員会
教 育 総 務 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
人 権 教 育 室

82-5638 
82-5642 
82-5658
82-5673 
82-5771 
82-5781

82-2185 
84-2522 
84-3471 
84-3472 
84-3473 
84-3474

■ダイヤルイン番号

大宇陀地域事務所宇陀市役所

菟田野地域事務所

榛原地域事務所

室生地域事務所

83-2251

84-2521

82-1301

92-2001

地 域 振 興 課 82-5864

■広報うだ設置場所
◎道の駅宇陀路大宇陀
◎市文化会館
　（火曜日、祝日）
◎菟田野人権交流センター
　（第２・４日曜日、祝日）
◎菟田野公民館（日・月曜日）

◎大和富士ホール（月曜日）
◎市立中央図書館（月曜日・祝日）
◎伊那佐文化センター（月曜日）
◎農林会館
　（水曜日、第２・４火曜日、祝日）
◎たかぎふるさと館　
   （月曜日、第１・３火曜日、祝日）

◎榛原保健センター（土・日曜日、祝日）
◎ふれｉギャラリー（火曜日）
◎道の駅宇陀路室生（火曜日）
◎市役所［１階ふるさとテラス］
◎各地域事務所
　市役所・地域事務所は土・日曜日、祝日でも可。
　　　　　　※（　）内は休館日です。

◆表紙「うだ」の字は、前田市長の自筆です。

第
16
回
　
室
生
区

「
龍
穴
神
社
」

◆組織再編に伴い各課のダイヤルイン番号が変わります◆ Y人事課

●教育委員会事務局は、５月１日（火）から上記ダイヤルイン番号で業務を開始します。
●本庁内においては、５月７日（月）から上記ダイヤルイン番号で業務を開始します。
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